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第１章 都市計画マスタープランについて 

 

１ 都市計画マスタープランとは 
 

都市計画マスタープランとは、都市計画法第 18 条の 2 に基づく「市町村の都市計画に関する基

本的な方針」として、主に土地利用や都市施設の整備に関する基本方針を示し、都市空間の将来

ビジョンとその実現に向けた方向性を明らかにしていくものです。 

 

 

２ 策定の背景と目的 
 

都市計画の広域的な基本方針としては、徳島県が定める「都市計画区域※の整備、開発及び保

全の方針」（通称：都市計画区域マスタープラン）がありますが、近年の人口減少や少子高齢化の

進行など、市町村をめぐる社会経済情勢は大きく変動しています。 

これらの変化に対応したまちづくりを行うため、住民に最も近い立場にある市町村が、よりき

め細かなまちづくりを目指し、長期的な見通しを持って、都市計画の総合的かつ一体的な指針と

なる都市計画マスタープランを策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 都市計画法 抜粋 

（市町村の都市計画に関する基本的な方針）  

第十八条の二  市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本

構想並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関

する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。 
 

２  市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の

意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 
 

３  市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府

県知事に通知しなければならない。 
 

４  市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。 
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３ 位置づけ 
 

小松島市都市計画マスタープランは、徳島県が定める徳島東部都市計画区域マスタープラン及

び小松島市第 5 次総合計画※等の上位計画に即して定めます。 

都市計画マスタープランは、都市施設の具体的な位置や個別の事業内容そのものを直接定める

ものではありませんが、今後、市が定める都市計画はこのマスタープランに即して定めることと

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

４ 計画期間 
 

小松島市都市計画マスタープランは、平成 22 年度を基準として、概ね 20 年後の都市の将来像

を展望し、平成 42 年度を長期目標年次とします。より具体的な整備については、概ね 10 年後の

都市の将来像を展望し、平成 32 年度を短・中期目標年次とします。 

ただし、上位計画の見直しや今後の社会経済情勢の変化などに適切に対応するため、必要に応

じて見直しを行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

即する 

徳島東部都市計画区域マスタープラン 

（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）

 

小松島市第 5 次総合計画 

 県計画（平成 24 年 5 月県告示）   市計画（平成 21 年 3 月策定）  

 

小松島市都市計画マスタープラン 

○地域地区  ○市街地開発事業※ 

○都市施設  ○地区計画※     など 

 都市計画の決定・実施  

 上位計画  

即する 

短･中期目標年次 

平成 32 年度 

長期目標年次 

平成 42 年度 

基準年次 

平成 22 年度 
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５ 対象範囲 
 

本市は、全域が徳島東部都市計画区域に含まれていることから、小松島市都市計画マスタープ

ランの対象範囲は小松島市全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島東部都市計画区域 

 

 

６ 基本構成 
 

小松島市都市計画マスタープランは、本計画の「基本理念・目標」、市全体の視点を持った「全

体構想」と身近な地域の視点を持った「地域別構想」を基本に構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 都市計画マスタープランについて 

第２章 小松島市の現況と課題 

第３章 都市づくりの基本理念と目標：本計画の基本理念と目標を示します。 

第４章 全体構想：市全体の将来都市構造と基本方針を示します。 

第５章 地域別構想：各地域のまちづくりの目標と方針を示します。 

第６章 計画推進に向けて 
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７ 策定体制 
 

小松島市都市計画マスタープランは、様々な市民参加等による検討の場を設け、策定を進めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小松島市都市計画マスタープラン策定市民会議 

小松島市都市計画マスタープランを策定するにあたり、検討段階において、様々なご意見をい

ただくため、学識者や市内関係団体の代表者、公募市民などで構成する市民会議を設置していま

す。 

 

○小松島市都市計画審議会 

小松島市都市計画審議会条例に基づき、都市計画に関する事項の調査審議等を行うため、学識

経験者や市議会議員などで構成する審議会を設置しています。 

 

 

 

 

小松島市都市計画マスタープラン策定 

小松島市 

市民 

・市民アンケート調査 

・都市計画シンポジウム 

・まちづくり 

ワークショップ※ 

・パブリックコメント※ 

など 

    

市長

報告 指示命令

庁内関係部局 

ヒアリング 意見 

 

 

 

小松島市 

都市計画審議会 

 

 

 

 

小松島市議会 

答申

諮問

 

 

小松島市都市計画 

マスタープラン 

策定市民会議 

情報 

意見 

意見

報告情報 

意見 

事務局 

まちづくり推進室 
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５－２ 地域別のまちづくり 

 

１ 小松島・南小松島・北小松島・千代地域のまちづくり 

 

１ 地域の現況・特性 

地域の概況 

○「小松島小学校区」、「南小松島小学校区」、「北小

松島小学校区」、「千代小学校区」の 4つの小学校区

で構成します。 

○本市の北部に位置し、徳島市と接しています。 

○地形は、大部分が平地となっており、北部に日ノ峰山

があり、東部に海岸部を有しています。 

 

 

 

 

人 口 及 び 

世 帯 数 

○本地域の人口及び世帯数は、平成 24 年 3 月末現在の住民基本台帳より、20,786 人、

9,120 戸となっています。市全体の人口の推移と同様に、本地域においても人口減少

が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 人口･世帯の推移（各年 3月末現在の住民基本台帳より集計） 

土 地 利 用 

○本地域の大部分が市街化区域に指定されています。 

○港湾部に工業系用途地域が指定され、JR 南小松島駅周辺に商業系用途地域が指定さ

れているほか、周辺部に住居系用途地域が指定されています。 

○市役所などの公共施設、県立高等学校などの教育施設、徳島赤十字病院などの医療施

設が立地し、利便性の高い中心市街地を形成しています。 

都 市 施 設 

○都市計画道路のほぼ全てが本地域内、あるいは本地域を経由しており、近年、国道

55 号と中心市街地を結ぶ都市計画道路芝生日ノ峰線が開通しています。 

○都市計画公園は、徳島市にまたがる日峰大神子広域公園が開設されており、その他の

主要な公園・緑地は、ステーションパーク、しおかぜ公園が整備されています。 

○公共下水道施設は、小松島雨水ポンプ場、外開雨水ポンプ場の 2施設が供用されてい

ます。 

櫛渕

立江

新開 坂野

千代 北小松島

小松島

南小松島児安

芝田

和田島
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歩行者・自転車の安全性
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２ 市民アンケート調査（小松島・南小松島・北小松島・千代地域） 
 

市民アンケート調査結果より、お住まいの地域（小学校区）の生活における満足度、重要度に

ついて、小松島･南小松島･北小松島･千代地域で集計したところ、次のとおりとなっています。 

 

１ 生活環境要素の満足度（有効回答者数 481 人） 

生活環境要素の満足度は、「日常の買い物の利便性」73.9％、「自然の豊かさや景観」64.8％、「医

療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ」62.9％が上位を占めています。 

一方で、「火災･地震･水害などに対する安全性」11.4％、「河川や水路などの水のきれいさ」30.0％、

「歩行者･自転車の安全性」30.6％は下位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活環境要素の重要度（有効回答者数 376 人） 

生活環境要素の重要度は「火災･地震･水害などに対する安全性」54.0％、「歩行者･自転車の安

全性」28.2％、「医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ」25.5％が上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 生活環境要素の満足度 

図 5-4 生活環境要素の重要度 
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３ まちづくりワークショップ（小松島・南小松島・北小松島・千代地域） 
 

まちづくりワークショップの結果より、小松島・南小松島・北小松島・千代地域の主な意見や

アイデアを集約し、分類ごとにまとめたところ、次のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●施設 

「徳島赤十字病院」、「徳島県立みなと高等学

園」、「神社仏閣（地蔵寺など）」、「みなと交流セ

ンターkocolo」、「公園施設（ステーションパー

ク、しおかぜ公園、総合グラウンド、金長公園）」、

「自転車歩行者専用道路」、「競輪場」、「金磯１

万トン岸壁」 

●産業 

「大型商業施設」、「市場の開催（水曜市、土曜

市など）」、「藍商人の歴史」、「二条通商店街」、「新

鮮な魚（ハモ、ガザミなど）」、「水産加工品（ち

くわ、フィッシュカツ、かまぼこなど）」 

●自然 

「地下水（地蔵寺の宝寿水、JR 南小松島駅前の

のぞみの泉など）」、「横須海岸」、「金磯海岸」、「弁

財天」、「日ノ峰山」、「ハナミズキ」、「桜」 

●イベント･文化 

「祭り（港まつり、横須蛭子神社秋祭りなど）」、

「豪華客船の寄港」 

 

●都市基盤 

「道路が狭い」、「街灯が少ない」、「大雨の排水

が悪い」、「金磯地区整備基金が活かされていな

い」、「市街化区域内農地の問題」、「公園が少な

い」 

●産業 

「商店街に空き店舗･空き地が増加」、「働ける場

が少ない」、「会社･工場が少ない」 

●防災 

「海岸に近く地震・津波が心配」、「古い家が多

い」、「避難場所がない」、「防潮堤が低い」 

●コミュニティ 

「人口減少･少子高齢化」、「マナーの低下（ゴミ

捨て、ペットのふん、交通マナー）」、「防犯パト

ロールの人員不足」、「ご近所との関係が希薄で

人付き合いが難しい」、「若者の市政参加が少な

い」、「祭りが廃れてきている」 

●都市基盤 

「駅、病院などを核としたコンパクトシティ」、

「若い人が住みたくなり、老後も安心できるま

ち」、「高齢者など自家用車のない人の交通を確

保」、「新たな道路整備」、「高齢者の住みやすい集

合住宅の建設」、「交通事故のないまち」 

●自然 

「花でまちづくり（ハナミズキ、桜など）」、「日

ノ峰山一体の公園整備」 

●イベント･コミュニティ 

「人が集まるイベントの開催」、「国際的なまちを

目指す」、「空き地を活用した高齢者の集いの場」、

「ボランティア活動を広げる」 

●産業 

「働く場となる企業」、「工場の誘致」、「空き家、

空き店舗の活用による商店街の活性化」、「有名な

店舗や大学の誘致」、「貸し農園など農地の有効利

用」、「高齢者向けのレジャー施設の整備（温水プ

ールなど）」、「港、海岸の活用（釣り公園、ラー

メン街、海水浴場再開など）」、「競輪場の活性化」

●防災 

「防災対策事業の実施（避難場所の確保、避難道

路･防災公園の整備）」、「防災訓練の開催」、「防災

放送設備の整備」 

地域の資源 地域の課題 

地域の将来像 



- 65 - 

４ まちづくりの目標設定（小松島・南小松島・北小松島・千代地域） 
 

全体構想における位置づけや地域の現況・特性、まちづくりワークショップの結果等を踏まえ、

小松島・南小松島・北小松島・千代地域のまちづくりの目標を次のように設定します。 

 

○現況と課題 中心市街地の活性化 

本地域は大部分が市街化区域であり、市役所などの官公庁や高等学校、徳島赤十字病院や発達障が

い者支援センターなどの医療・福祉施設、ステーションパークなどの公園の他、商業施設や事業所が

集積し、中心市街地を形成しています。 

まちづくりワークショップでは、病院や市役所、商店、駅が近くにあり便利なことが地域資源とし

てあげられましたが、商店街に空き店舗や空き地が増えていること、少子高齢化が進み、人間関係が

希薄になっていることなどの課題が指摘されました。地域の将来像としては、駅や病院を核としたコ

ンパクトシティの形成、空き店舗を人が集まる場として活用することなどが提案されました。 

 

○目標 多様な世代が活動し、交流するにぎわいのあるまちづくり 

徳島赤十字病院や駅を核として、若い人から高齢者まで多様な世代が仕事や買い物、通院、レクリ

エーションなど様々な目的で活動し、交流する、にぎわいのある中心市街地の形成を図ります。 

 

 

○現況と課題 道路や下水道等の整備 

本地域は都市計画道路芝生日ノ峰線などの幹線道路や駅、市内外への路線バスなど、比較的利便性

の高い地域ですが、公共下水道が整備中であり、未着手の都市計画道路や都市計画公園があります。

また、本地域は沿岸部に面しており、南海トラフ巨大地震等による津波浸水が予想されることから、

防災対策も重要となっています。 

まちづくりワークショップでは、生活利便性の高さが地域資源としてあげられましたが、都市計画

道路や公共下水道が未整備であること、津波対策や大雨･高潮による浸水対策、金磯地区整備基金の

活用などが課題としてあげられています。地域の将来像として、避難路にもなる新たな道路整備や避

難場所の確保、インフラの整備により若者も高齢者も安心して住めるまちづくりなどが提案されまし

た。 

 

○目標 災害に強く安全で快適に暮らせるまちづくり 

防災機能を高める都市計画道路の整備や公共施設の耐震化の推進、災害に強い土地利用の推進によ

り都市の安全性を向上するとともに、公共下水道などの都市施設を計画的に整備し、災害に強く安全

で快適に暮らせるまちづくりを推進します。 



- 66 - 

○現況と課題 産業の振興 

本地域では工場の撤退や旅客航路の廃止、徳島赤十字病院移転を核とした市街地再開発事業などに

より産業構造が大きく変化しています。 

まちづくりワークショップでは、市街地再開発事業による徳島赤十字病院移転や大型店舗の立地、

豊かな漁場がもたらす新鮮な魚やちくわなどの水産加工品が地域資源としてあげられましたが、漁業

の担い手不足、会社や工場の減少で働く場が減っていることが課題となっています。また、地域の将

来像として、働く場となる企業や工場の誘致、人が集まる有名な店舗や大学、高齢者向けのレジャー

施設の誘致などが提案されました。 

 

○目標 産業活動を支える土地利用と都市基盤整備を進めるまちづくり 

用途地域の指定に基づき、市街化区域内の工業ゾーンや複合機能ゾーンへの産業集積を促進すると

ともに、都市計画道路の整備による企業活動の利便性向上を図り、産業活動を支える土地利用と都市

基盤整備を推進します。 

 

 

○現況と課題 良好な自然環境 

本地域は港や海岸などの良好な水辺や日ノ峰山などの自然が身近にあり、日峰大神子広域公園やし

おかぜ公園、ステーションパークなどは市民のレクリエーションや憩いの場となっています。 

まちづくりワークショップでは、日ノ峰山や横須･金磯海岸、JR 南小松島駅前などの地下水、地蔵

寺などの歴史的建造物、桜やハナミズキ、豪華客船の入港などが地域資源としてあげられましたが、

公園でのゴミのポイ捨てやペットのマナー、除草が不十分などの課題が指摘されました。地域の将来

像として、花を活かしたまちづくり、ボランティア活動の推進、貸し農園など農地の有効活用などが

提案されました。 

 

○目標 水と緑豊かな都市景観を地域で支えるまちづくり 

風致地区の指定による自然環境の保全と、ゆとりある公園や歩道の整備を進め、それらの公共空間

については地域の住民や事業所との協働による美化の推進、マナー意識啓発を図り、水と緑豊かな都

市景観を地域で支えるまちづくりを推進します。 
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５ まちづくりの方針（小松島・南小松島・北小松島・千代地域） 
 

まちづくりの目標を実現するため、小松島・南小松島・北小松島・千代地域のまちづくりの方

針を次のように示します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○土地利用の方針 

種 類 内 容  

居住ゾーン 

○道路や下水道等の都市施設の計画的な整備による安全で快適な住環境の向上を図

るとともに、周辺環境との調和に配慮しながら小規模な店舗や事業所の立地を許

容し、利便性の高い住宅地の形成を図ります。 

○津波浸水想定を踏まえ、第 1 種低層住居専用地域等について、建築高さ規制の緩

和や用途地域の見直し等を実施し、災害に強い安全・安心な住宅地の形成を図り

ます。 

○都市における緑の保全や緑化推進、都市公園の適切な配置等により、緑豊かで自

然環境と調和したゆとりある住宅地の形成や防災空間の確保を図るとともに、市

街化区域内農地については、良好な都市環境の形成や防災・減災の観点からも、

保全を視野に入れながら、計画的な利用を図ります。 

○近年増加しつつある空き地、空き家、空き店舗等については、防災・防犯や定住

促進、中心市街地活性化などの観点から、その土地及び建物の有効利用等を検討

し、良好な住宅地の形成を図ります。 

○多様な世代が活動し、交流するにぎわい

のあるまちづくり 

○災害に強く安全で快適に暮らせるまちづ

くり 

○産業活動を支える土地利用と都市基盤整

備を進めるまちづくり 

○水と緑豊かな都市景観を地域で支えるま

ちづくり 

まちづくりの目標 

○土地利用の方針 

 

○都市施設整備の方針 

 

○都市防災の方針 

 

○都市景観の方針 

分野別の基本方針 
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中心拠点と 

なる都市機 

能 の 集 積 

○JR 南小松島駅周辺は、快適な市民生活に必要な都市機能（医療・福祉、子育て支

援、商業・業務、教育・文化、行政など）のさらなる集積を促すとともに、人・

モノ・情報などの交流を促進し、にぎわいと活力ある中心市街地の形成を図りま

す。 

医療福祉の 

充 実 

○徳島赤十字病院や発達障がい者総合支援ゾーンなどの医療・福祉の拠点地域等は、

適切な用途地域の指定や地区計画の活用、土地の高度利用等を図るとともに、周

辺の住宅地等と連携した魅力ある中心市街地の形成を図ります。 

工 業 立 地 

基 盤 の 

充 実 

○徳島小松島港の臨海地域は、工業の利便性を図

るとともに、農林水産業や商業、観光などと連

携し、既存産業の活性化や新たな産業の育成と

企業誘致を促進します。また、社会経済情勢や

産業構造の変化等に対応しながら必要に応じ

て、用途地域の見直し等を実施し、周辺環境に

配慮した計画的な土地利用を図ります。 

計 画 的 で 

秩 序 あ る 

土 地 利 用 

○国道 55 号沿道周辺の地域は、農業や自然環境との健全な調和を図った上で、地区

計画等の活用により、地域の利便性向上や産業の活性化を図りつつ、津波避難機

能を備えた施設を適切に配置することで、計画的で秩序ある安全・安心な土地利

用を図ります。 

 

 

○都市施設整備の方針 

種 類 内 容  

四国横断道 

と都市中心 

拠点の連結 

○中心部や本港地区と国道 55 号、四国横断自動車道の小松島 IC（仮称）を結ぶ「都

市計画道路江田小松島港線」の整備を推進します。 

物 流 促 進 

○徳島小松島港本港地区、金磯地区などの港湾部と、国道 55 号、四国横断自動車

道小松島 IC（仮称）を連結する「都市計画道路江田小松島港線」及び「都市計画

道路月ノ輪金磯線」の整備により物流を促進し、企業誘致や既存産業の活性化、

港湾機能の強化を図ります。 

地 域 間 の 

連 携 

○徳島小松島港金磯地区と国道 55 号を結ぶ「都市計画道路月ノ輪金磯線」は、地

域の利便性の向上や沿岸地域から内陸部への避難路として、整備を推進します。

徳島小松島港臨海地域 

【日ノ峰山から南東方向】 
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安全な歩行

者・自転車空

間のネット

ワーク形成 

○中心部と国道 55 号を結ぶ「都市計画道路芝生

日ノ峰線」、また、同路線から JR 南小松島駅前

を経由し市役所まで横断する「都市計画道路小

松島金磯線」を骨格とした道路ネットワークの

形成により、都市機能のさらなる集積を促すと

ともに、子どもから高齢者まで誰もが気軽に

まちに出て、安心して生活できるよう、歩道

の段差解消や点字ブロックの設置などのバリ

アフリー化を推進し、安全に利用できる歩行者空間のネットワーク形成を図りま

す。 

○市民の健康づくりや憩い、散策の場として機能するよう「都市計画道路芝生日ノ

峰線」や「都市計画道路中田駅新港線」（自転車歩行者専用道路）などは、周辺

景観と調和したまちなみづくりに取り組み、魅力ある都市景観の形成を図りま

す。 

○安全で快適な日常生活や災害時における避難経路を確保するため、狭あい道路等

の拡幅を図ります。 

○安全で安心できる交通環境を実現するため、通学路などの危険箇所の改善を図る

とともに、ガードレール、カーブミラーなどの交通安全施設の整備を推進します。

○通学路の安全確保に向けた取組みを推進するため、教育委員会や警察、道路管理

者（国・県・市）などの関係機関が連携し、通学路の安全対策を図ります。 

交流空間の 

整 備 

○子どもから高齢者まで世代を超えて交流し、レ

クリエーション活動等を行うことができる生

活空間として、日峰大神子広域公園やステーシ

ョンパーク、しおかぜ公園の保全・整備を進め、

人々の交流による、にぎわいのある中心市街地

の形成を図ります。 

○中心市街地につながる徳島小松島港本港地区

は、まちの特性である港の景観を活かし、うる

おいと個性ある環境・景観づくりを進め、本港地区と中心部の交流・連携により、

人の流れを活発にし、中心市街地の活性化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路芝生日ノ峰線 

たぬき広場 

【小松島ステーションパーク】
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○都市防災の方針 

種 類 内 容  

防災機能を 

持った広場 

の 整 備 

○市総合グラウンドは、市民の健康づくりや憩い、

交流の場として整備を進めるとともに、防災機

能を持った広場の整備を推進します。 

避難場所の 

整 備 

○避難場所を確保するため、公共施設の積極的な活用や民間施設との連携を図りま

す。 

避 難 路 の 

整 備 

○災害時でも安全で円滑な通行を確保するため、都市計画道路をはじめ、避難場所

に続く道路や迂回路などの避難経路について、道路管理者である国・県・市が連

携し、整備を推進します。 

浸水・土砂 

災 害 対 策 

○川北地区や金磯地区等において、雨水排水施設

の整備を進め、台風や局地的な集中豪雨などに

よる浸水被害の防止・軽減を図ります。 

○土石流や急傾斜地崩壊等の土砂災害が発生する

おそれのある区域は、砂防施設の整備を図りま

す。 

 

○都市景観の方針 

種 類 内 容  

緑 豊 か な 

自然環境・ 

美しい水辺 

景観の保全 

○日峰大神子広域公園の緑豊かな自然環境や、金

磯海岸などの景勝に優れた美しい海岸線の地域

は、風致地区の指定により、趣のある自然の風

景を維持し、緑豊かで落ち着いた住環境の形成

を図るとともに、周辺環境の変化等に応じ、指

定地区の見直しを図ります。 

○徳島小松島港本港地区の景観を活かし、港湾整

備と一体的な個性ある環境･景観づくりを図ります。 

○道路や公園などの公共空間について、美化･緑化などの地域活動を支援し、協働に

よる良好な景観形成を図ります。 

リフレッシュ瀬戸内の海浜清掃

【横須・金磯海岸】 

総合グラウンド 

小松島雨水ポンプ場 
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 図 5-5 まちづくり方針図[小松島･南小松島･北小松島･千代地域]（概ね 20 年後） 
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２ 児安・芝田地域のまちづくり 

 

１ 地域の現況・特性 

地域の概況 

○「児安小学校区」、「芝田小学校区」の 2 つの

小学校区で構成します。 

○本市の西部に位置し、徳島市と接しています。 

○地形は、本地域の中央部から北部にかけて平地

となっており、南西部は丘陵地帯となっていま

す。 

人 口 及 び 

世 帯 数 

○本地域の人口及び世帯数は、平成 24 年 3 月末現在の住民基本台帳より、6,181

人、2,384 戸となっています。平成 14 から平成 19 年にかけて、人口は増加して

いますが、平成 19 年から平成 24 年にかけては、人口は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-6 人口･世帯の推移（各年 3月末現在の住民基本台帳より集計） 

土 地 利 用 

○本地域の全域が市街化調整区域に指定されており、農地や山林などの自然的土

地利用が大部分を占めています。 

○平地では、集団的な農地が広がっているほか、まとまりのある住宅地が点在し

ています。 

○国道 55 号の沿道の一部では、商業施設等が立地しています。 

都 市 施 設 

○国道 55 号、主要地方道小松島佐那河内線、一般県道宮倉徳島線などが本地域内

を通っています。 

 

 

 

 

 

櫛渕
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２ 市民アンケート調査（児安・芝田地域） 
 

市民アンケート調査結果より、お住まいの地域（小学校区）の生活における満足度、重要度に

ついて、児安・芝田地域で集計したところ、次のとおりとなっています。 

 

１ 生活環境要素の満足度（有効回答者数 146 人） 

生活環境要素の満足度は「自然の豊かさや景観」79.6％、「地域の人とのつながりや交流」69.2％、

「教育環境」63.4％が上位を占めています。一方で、「歩行者・自転車の安全性」14.9％、「公共

交通機関の利用のしやすさ」23.4％、「道路の整備状況」28.1％が下位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活環境要素の重要度（有効回答者数 117 人） 

生活環境要素の重要度は「道路の整備状況」39.3％、「歩行者･自転車の安全性」38.5％、「火災･

地震･水害に対する安全性」38.5％が上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-7 生活環境要素の満足度 

図 5-8 生活環境要素の重要度 
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３ まちづくりワークショップ（児安・芝田地域） 
 

まちづくりワークショップの結果より、児安・芝田地域の主な意見やアイデアを集約し、分類

ごとにまとめたところ、次のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●施設 

「恩山寺（四国八十八箇所十八番札所）」 

●産業 

「農業（お米、阿波牛）」 

●自然 

「田畑」、「きれいな水」、「ほたる」、「静か」、「水

車」、「清浄ヶ池」、「里山」、「野鳥」 

●イベント･文化 

「源平史跡（旗山、義経ドリームロード※など）」、

「義経騎馬像」、「新居見遺跡」、「高瀬舟の歴史」、

「天王社稚児三番そう」 

 

●都市基盤 

「道路の幅員が狭い」、「児安小学校の通学路は

歩道がなくダンプカーが多いので危険」、「子ど

もの遊び場が少ない」、「公共交通機関が少なく

自家用車がないと不便」、「排水路の整備が必

要」、「地域に図書館などの文化施設がない」 

●産業 

「会社が少なくなっている」、「住宅団地が多く

農業がしづらくなった」、「農業の後継者不足」、

「有害鳥獣による農作物の食害」 

●防災 

「勝浦川の防災対策が心配」、「堤防の老朽化」

●コミュニティ 

「イベントが少ない」、「人付き合い難しくなっ

た」 

●都市基盤 

「住んでいる人がいきいきできて、安心して歳を

とれる地域づくり」、「道路の拡幅整備」、「子ども

が遊べる公園整備」、「予防医療のためのウォーキ

ングコースの整備」、「環境衛生センターの焼却熱

を利用した温泉施設整備」 

●自然 

「自然豊かなほたるのいる静かなまち」、「古墳等

を活かした観光」 

●イベント･コミュニティ 

「防犯活動に力を入れる」、「都市との交流」 

●産業 

「企業誘致（IT 企業など）」、「農業の発展、特産

品づくり」、「義経像や歴史的な伝承を活かした市

場づくり」、「日本一のものをつくる」、「小松島ブ

ランドの育成」、「地域の雇用確保」 

●防災 

「高台などに宅地をつくる」、「地震災害に強いま

ちづくり（防災公園など）」、「防災堤防の補強で

安全なまち」 

地域の資源 地域の課題 

地域の将来像 
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４ まちづくりの目標設定（児安・芝田地域） 
 

全体構想における位置づけや地域の現況･特性、まちづくりワークショップの結果等を踏まえ、

児安･芝田地域のまちづくりの目標を次のように設定します。 

 

○現況と課題 農業と調和した暮らし 

本地域は全域が市街化調整区域であり、ほ場整備された優良農地が広がり、県道沿いなどに田園集

落が形成されています。 

まちづくりワークショップでは、お米や阿波牛などの農産物や田畑などが地域資源としてあげられ

ましたが、少子高齢化による農業の後継者不足や、会社など雇用の場の減少、田園に住宅団地が増え

て農業がしづらくなったという課題も指摘されています。また、地域の将来像として、農業の発展や

特産品づくり、住んでいる人がいきいきでき、安心して歳をとれる地域づくり、コミュニティを活か

した防犯活動などが提案されています。 

 

○目標 農業と調和する田園居住型のまちづくり 

地域の主要な産業である農業の活性化を促進するとともに、農業との健全な調和を図った上で、良

好な住環境の形成やコミュニティ維持を図ります。 

 

 

○現況と課題 交通環境の改善 

本地域には広域幹線道路である国道 55 号が整備されていますが、田園集落を繋ぐ生活道路は幅員

が狭く、歩道はほとんどありません。また、鉄道駅から離れているため、公共交通機関は路線バスや

タクシーに限られています。 

まちづくりワークショップでは、地域の課題として大型車の交通量が多い児安小学校の通学路に歩

道がなく危険であることや、自家用車がないと不便であることなどが指摘され、地域の将来像として

道路の拡幅整備がなされ、都市との交流促進をはかることなどが提案されています。 

 

○目標 人にやさしい交通環境を形成するまちづくり 

児童の通学路をはじめとした生活道路における安全な歩行者空間の確保や狭あい道路の改善を図

るとともに、公共交通との連携により都市部との交流を促し、人にやさしい交通環境の形成を図りま

す。 
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○現況と課題 治水安全度の向上 

本地域は勝浦川や田野川などの河川を有し、農地には排水路が張り巡らされているなど、豊富な水

資源に支えられた地域です。 

まちづくりワークショップでは、ほたるが住むきれいな水などが地域資源としてあげられました

が、未改良の排水路や勝浦川の防災対策などが課題として指摘されています。 

 

○目標 治水対策により、安心して暮らせるまちづくり 

河川整備計画に基づく河川改修などの治水対策を進め、安心して暮らせるまちづくりを推進しま

す。 

 

 

○現況と課題 観光・地域資源の活用 

本地域は田園などの農地や里山といった豊かな自然環境を有しており、また旗山や恩山寺などの歴

史的資源もあります。 

まちづくりワークショップでは、里山や水車などの田園風景や恩山寺、源平史跡などが地域資源と

してあげられ、地域の将来像として観光や健康づくりのためのウォーキングコースの設定、歴史的な

伝承を活かした市場づくりなども提案されています。 

 

○目標 豊かな自然環境と歴史を活かしたまちづくり 

周辺環境と調和した景観づくりに配慮し、風致地区をはじめとした良好な自然環境の維持保全や遍

路道、義経ドリームロードなどの歴史的資源の活用を図ります。 
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５ まちづくりの方針（児安・芝田地域） 
 

まちづくりの目標を実現するため、児安･芝田地域のまちづくりの方針を次のように示します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○土地利用の方針  

種 類 内 容  

優良農地の 

保 全 

○平野部に広がる優良農地は、ほ場整備や農業水

利施設等の整備により農業生産性の向上や農業

経営の安定を図り、地域産業の活性化を促進し

ます。 

 

田園居住地 

の生活基盤 

整 備 

○田園集落などの地域は、既存集落と自然が育む

環境を大切にし、農業生産性の向上に向けた環

境整備を進めることを基本としながら、良好な

住環境の形成や地域コミュニティ維持のため、

農業との健全な調和を図った上で、道路等の施

設整備や空き家対策の実施、地区計画等の活用

を図ります。 

計 画 的 で 

秩 序 あ る 

土 地 利 用 

○国道 55 号沿道周辺の地域は、農業や自然環境との健全な調和を図った上で、地区

計画等の活用により、地域の利便性向上や産業の活性化を図りつつ、津波避難機

能を備えた施設を適切に配置することで、計画的で秩序ある安全・安心な土地利

用を図ります。 

○農業と調和する田園居住型のまちづくり  

○人に優しい交通環境を形成するまちづく

り 

○治水対策により、安心して暮らせるまちづ

くり 

○豊かな自然環境と歴史を活かしたまちづ

くり 

まちづくりの目標 

○土地利用の方針 

 

○都市施設整備の方針 

 

○都市防災の方針 

 

○都市景観の方針 

分野別の基本方針 

優良農地【国道 55 号の東側】

水車【田浦町】 
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○都市施設整備の方針 

種 類 内 容  

交 通 安 全 

対策の強化 

○安全で快適な日常生活や災害時における避難

経路を確保するため、狭あい道路等の拡幅を

図ります。 

○安全で安心できる交通環境を実現するため、

主要地方道小松島佐那河内線の通学路などの

危険箇所の改善を図るとともに、ガードレー

ル、カーブミラーなどの交通安全施設の整備を

推進します。 

○通学路の安全確保に向けた取組みを推進するため、教育委員会や警察、道路管理

者（国・県・市）などの関係機関が連携し、通学路の安全対策を図ります。 

地 域 間 の 

連 携 強 化 

○「都市計画道路月ノ輪金磯線」などの主要幹線道路の整備を推進し、地域の利便

性向上や地域間の交流促進を図ります。 

 

 

○都市防災の方針 

種 類 内 容  

河 川 の 

防 災 対 策 

○河川の氾濫、浸水などの災害に対する安全度を

高めるため、徳島県と連携し、河川の改修事業

を推進します。 

○田野川などの立江川水系については二級河川

立江川水系河川整備計画に基づいた整備を推

進し、勝浦川水系については、地域住民の意見

を反映した河川整備計画の早期策定を推進しま

す。 

 

 

 

 

主要地方道 小松島佐那河内線

【児安小学校付近】 

二級河川 田野川 
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○都市景観の方針 

 

種 類 内 容  

自然と歴史 

を活かした 

散策ゾーン 

の 形 成 

○旗山や恩山寺周辺の趣のある自然景観を形成している地域は、風致地区の指定に

より、趣のある自然の風景を維持し、緑豊かで落ち着いた住環境の形成を図ると

ともに、周辺環境の変化等に応じ、指定地区の見直しを図ります。 

○市民生活にうるおいをもたらす緑地資源として、恩山寺自然公園の緑豊かな自然

環境や緑広がる田園風景など、景勝に優れた美しい魅力ある景観を保全するとと

もに、旗山や恩山寺、義経ドリームロードなどの歴史的建造物や史跡の資源は、

周辺環境に配慮しながら保全を図り、緑豊かな美しい自然景観と歴史的景観を活

用した観光・交流のまちづくりを推進します。 

義経夢想祭【旗山】 恩山寺 

（四国八十八箇所十八番札所）
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図 5-9 まちづくり方針図[児安･芝田地域]（概ね 20 年後） 
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３ 坂野・和田島・新開地域のまちづくり 

 

１ 地域の現況と特性 

地域の概況 

○「坂野小学校区」、「和田島小学校区」、「新開小

学校区」の 3つの小学校区で構成します。 

○本市の東部に位置し、阿南市と接しています。 

○地形は、全域が平地となっており、北部に海岸

部を有しています。 

人 口 及 び 

世 帯 数 

○本地域の人口及び世帯数は、平成 24 年 3 月末現在の住民基本台帳より、10,874

人、4,232 戸となっています。市全体の人口の推移と同様に、本地域においても

人口減少が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-10 人口･世帯の推移（各年 3月末現在の住民基本台帳より集計） 

土 地 利 用 

○沿岸部を主体に市街化区域が指定され、その他は市街化調整区域に指定されて

います。 

○市街化区域では、港湾部において工業系用途地域が指定され、JR 阿波赤石駅に

近接する大林町周辺については、商業系用途地域または住居系用途地域が指定

されています。 

○市街化調整区域では、集団的な農地が広がっているほか、まとまりのある住宅

地が点在しています。 

都 市 施 設 

○国道 55 号、国道 55 号阿南道路が通り、その他の主要な道路として、一般県道

和田島赤石線、一般県道徳島小松島線、一般県道坂野羽ノ浦線などが通ってい

ます。 

○主要な公園・緑地として、JA あいさい緑地が整備されています。 
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２ 市民アンケート調査結果（坂野・和田島・新開地域） 
 

市民アンケート調査結果より、お住まいの地域（小学校区）の生活における満足度、重要度に

ついて、坂野･和田島・新開地域で集計したところ、次のとおりとなっています。 

 

１ 生活環境要素の満足度（有効回答者数 241 人） 

生活環境要素の満足度は「自然の豊かさや景観」60.3％、「地域の人とのつながりや交流」57.0％、

「医療・介護・福祉関連施設の利用のしやすさ」51.7％が上位を占めています。 

一方で、「火災・地震・水害などに対する安全性」14.7％、「公共交通機関の利用のしやすさ」

26.6％、「公園の利用のしやすさ」30.5％が下位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活環境要素の重要度（有効回答者数 191 人） 

生活環境要素の重要度は「火災・地震・水害に対する安全性」57.1％、「公共交通機関の利用の

しやすさ」33.0％、「医療・介護・福祉関連施設の利用のしやすさ」22.5％が上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-11 生活環境要素の満足度 

図 5-12  生活環境要素の重要度 
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３ まちづくりワークショップ（坂野・和田島・新開地域） 
 

まちづくりワークショップの結果より、坂野・和田島・新開地域の主な意見やアイデアを集約

し、分類ごとにまとめたところ、次のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●施設 

「重要港湾徳島小松島港赤石公共埠頭（耐震強

化岸壁）」、「コンテナターミナル」、「海上自衛隊

第 24 航空隊」、「JA あいさい緑地（和田島緑

地）」、「小松島ニュータウンの下水道施設」、「市

立体育館」、「武道館」、「運動広場」、「国道 55

号阿南道路」、「JR 阿波赤石駅」 

●産業 

「バッチ網漁」、「海産物（和田島ちりめん、釜

揚げしらす、わかめなど）」、「農作物（お米、き

ゅうり、トマトなど）」、「阿波製紙などの企業」

●自然 

「海岸道路の景色」、「田園風景」 

●イベント･文化 

「釣り」、「根上り松（今はない）」、「地域のコミ

ュニティ」、「伝統の祭り」 

地域の資源 

 

●都市基盤 

「安全な生活道路の整備」、「農地の宅地化により

人口増をはかる」、「路線バスの小型化や循環型バ

スの導入による利便性向上」、「ベッドタウン化に

よる人口増」 

●自然 

「豊かな田園風景や自然を大事にしたまちづく

り」、「景観の美しさを県外に PR」 

●イベント･コミュニティ 

「協働のまちづくり」、「婚活など交流の機会の増

加をはかる」、「地域住民の絆が強いまち」、「I タ

ーン・U ターン※の促進」 

●産業 

「漁業・農業の 6 次産業化※」、「漁業と観光の連

携（イベントの開催、体験型観光など）、「大型商

業施設誘致」、「港の整備と有効活用（企業誘致な

ど）」、「防災タワーと産直レストランの整備」、「地

域の雇用確保」、「企業･大学の誘致」 

●防災 

「防災対策により安心して住めるまち」、「赤石山

などの高台に住宅地をつくる」、「津波避難タワ

ー、地下シェルターの整備」 

地域の将来像 

 

●都市基盤 

「生活道路が狭く道路整備が必要」、「バスが少

なく駅から遠い」、「農道などの農業環境整備が

必要」、「市街化調整区域なので住宅が建てにく

い」、「市街化区域内農地の問題」、「コンビニや

パチンコなどの施設が多く、景観が悪くなって

いる」、「下水道が未整備である」 

●産業 

「地域産業（漁業など）が低迷している」、「企

業が少なく雇用がない」、「飲食店がほとんどな

い」 

●防災 

「高台がなく津波が心配」、「和田島の太田橋に

交通が集中しており防災面で不安」、「防災の視

点での道路が未整備（バイパス道路の必要性）」

●コミュニティ 

「人が集まるイベントが少ない」、「マナーの低

下（ゴミ捨て、交通マナー）」、「高齢者は買い物

が不便」、「未婚者が多く婚活が必要」、「中学校

が統合で地域からなくなる」 

地域の課題 
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４ まちづくりの目標設定（坂野・和田島・新開地域） 
 

全体構想における位置づけや地域の現況・特性、まちづくりワークショップの結果等を踏まえ、

坂野・和田島・新開地域のまちづくりの目標を次のように設定します。 

 

○現況と課題 商業･業務機能の充実 

本地域は沿岸部が市街化区域に指定され、商店や住宅、工場などが立地しています。特に国道 55

号沿道では阿南市など県南地域との交通の要衝として、商業施設の立地が進んでいます。 

まちづくりワークショップでは、国道 55 号や JR 阿波赤石駅が近く、交通の便が良いこと、商業地

として発展中であることなどが資源としてあげられています。市街化区域と市街化調整区域の境界付

近では、農地が残り市街化が進んでいないなどの課題も指摘されましたが、地域の将来像として大型

商業施設や企業、大学などを誘致することが提案されています。 

 

○目標 地域の拠点となる都市機能の集積を図るまちづくり 

JR 阿波赤石駅から国道 55 号と県道徳島小松島線の交差点周辺までの地域は、地域の拠点として商

業･業務などの都市機能のさらなる集積を図ります。 

 

 

 

○現況と課題 農業・漁業と調和した暮らし 

本地域では近年、港湾からの輸送路となる一般県道大京原今津浦和田津線などの幹線道路が整備さ

れ、交通の円滑化が図られつつありますが、点在する田園集落や漁業集落周辺には狭あいな道路が多

く残っています。 

まちづくりワークショップでは、生活道路が狭いことや、駅から遠く、バスの運行も少ない地域で

は高齢者の通院や買い物が不便であること、人口の減少や市街化調整区域のため新たな住宅が建てら

れないことなどが課題として指摘されました。また、地域の将来像として安全な生活道路の整備や路

線バスの小型化･循環型バスの導入による利便性向上、ベッドタウン化による人口増などが提案され

ました。 

 

○目標 農業や漁業と調和した快適な住環境を形成するまちづくり 

農業や漁業の環境に配慮しながら、良好な住環境の形成やコミュニティ維持を図るとともに、狭あ

いな生活道路の改善や交通安全対策の実施、市民が利用しやすい公共交通機関の確保により快適な住

環境の形成を図ります。 
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○現況と課題 港湾の有効活用と産業の振興 

本地域の徳島小松島港赤石公共埠頭には近年、コンテナターミナルが整備されるなど、沿岸部の工

業地域における利便性向上がはかられています。また、和田島漁港を拠点とする漁業や、広大な平野

を活かした農業が地域の重要な産業となっています。 

まちづくりワークショップでは、地域資源として赤石公共埠頭やコンテナターミナル、和田島ちり

めんなどの海産物、お米や野菜などの農産物があげられていますが、課題として漁業などの地域産業

が低迷していること、企業が少なく雇用の場がないことが指摘されています。また、地域の将来像と

して港の整備と有効活用、生産物の加工や産直市での販売を含めた農業･漁業の 6 次産業化、体験型

観光やイベントの開催などが提案されています。 

 

○目標 港湾の利用増進と地域産業の活性化を促進するまちづくり 

港湾施設の利用増進や農業・漁業の販売促進につながる PR 活動などのソフト対策と連携し、産業

環境向上につながる道路等の基盤施設整備を進め、地域産業の活性化を促進します。 

 

 

 

○現況と課題 地震・津波に対する安全性の確保 

本地域は、海岸部に接した平野部などが大部分を占め、地震･津波に対する災害に対する安全性が

懸念されています。 

まちづくりワークショップでは、地域の課題として高台がなく津波が心配なこと、防災の視点での

道路が未整備であることなどの指摘があり、地域の将来像として津波避難タワーの整備、防災対策に

より安心して住めるまちが提案されています。 

 

○目標 災害に強く安心して暮らせるまちづくり 

耐震岸壁や緑地が整備されている赤石公共埠頭周辺の機能強化、避難経路となる道路整備に加え、

高台への避難に相当な時間を要する地域については、新たな避難施設の整備を進め、災害に強く安心

して暮らせるまちづくりを推進します。 
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５ まちづくりの方針（坂野・和田島・新開地域） 
 

まちづくりの目標を実現するため、坂野・和田島・新開地域のまちづくりの方針を次のように

示します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○土地利用の方針 

種 類 内 容  

居住ゾーン 

○JR 阿波赤石駅周辺や小松島ニュータウンの住宅地などは、道路や下水道等の都市

施設の計画的な整備による安全で快適な住環境の向上を図るとともに、周辺環境と

の調和に配慮しながら小規模な店舗や事業所の立地を許容し、利便性の高い住宅地

の形成を図ります。 

○津波浸水想定を踏まえ、用途地域の見直し等を実施し、災害に強い安全・安心な住

宅地の形成を図ります。 

○都市における緑の保全や緑化推進、都市公園の適切な配置等により、緑豊かで自然

環境と調和したゆとりある住宅地の形成や防災空間の確保を図るとともに、市街化

区域内農地については、良好な都市環境の形成や防災・減災の観点からも、保全を

視野に入れながら、計画的な利用を図ります。 

○近年増加しつつある空き地、空き家、空き店舗等については、防災・防犯や定住促

進などの観点から、その土地及び建物の有効利用等を検討し、良好な住宅地の形成

を図ります。 

○地域の拠点となる都市機能の集積を図る

まちづくり 

○農業や漁業と調和した快適な住環境を形

成するまちづくり 

○港湾の利用増進と地域産業の活性化を促

進するまちづくり 

○災害に強く安心して暮らせるまちづくり 

まちづくりの目標 

○土地利用の方針 

 

○都市施設整備の方針 

 

○都市防災の方針 

 

○都市景観の方針 

分野別の基本方針 
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地域の拠点 

となる都市 

機能の集積 

○JR 阿波赤石駅周辺は、快適な市民生活に必要な都市機能（医療・福祉、子育て支

援、商業・業務、教育・文化、行政など）のさらなる集積を促し、地域の利便性の

向上を図ります。 

工 業 立 地 

基 盤 の 

充 実 

○徳島小松島港の臨海地域は、赤石地区に整備さ

れたコンテナターミナルの活用による物流促進

など工業の利便性を図るとともに、農林水産業

や商業、観光などと連携し、漁港も含めた港湾

部に立地する既存産業の活性化や新たな産業の

育成と企業誘致を促進します。また、社会経済

情勢や産業構造の変化等に対応しながら必要に

応じて、用途地域の見直し等を実施し、周辺環

境に配慮した計画的な土地利用を図ります。        

優良農地の 

保 全 

○平野部に広がる優良農地は、ほ場整備や農業水

利施設等の整備により農業生産性の向上や農業

経営の安定を図り、地域産業の活性化を促進し

ます。 

田園居住地 

の生活基盤 

整 備 

○農業集落や漁業集落などの地域は、既存集落と自

然が育む環境を大切にし、農業・漁業生産性の向

上に向けた環境整備を進めることを基本としな

がら、良好な住環境の形成や地域コミュニティ維

持のため、農業・漁業との健全な調和を図った上

で、道路等の施設整備や空き家対策の実施、地区

計画等の活用を図ります。 

計 画 的 で 

秩 序 あ る 

土 地 利 用 

○国道 55 号沿道周辺の地域は、農業や自然環境との健全な調和を図った上で、地区

計画等の活用により、地域の利便性向上や産業の活性化を図りつつ、津波避難機

能を備えた施設を適切に配置することで、計画的で秩序ある安全・安心な土地利

用を図ります。 

 

 

 

 

優良農地【坂野町】 

和田島 47 号線外 2線 

【海上自衛隊第 24 航空隊東側】

コンテナターミナル 

【徳島小松島港赤石地区】 
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○都市施設整備の方針 

種 類 内 容  

物流促進と 

地 域 間 の 

連 携 

○国道 55 号と徳島小松島港赤石地区を結ぶ「一般県道大京原今津浦和田津線」、「一

般県道坂野羽ノ浦線」を骨格として、漁港も含めた港湾部との物流の促進による

港湾機能の強化を図り、既存産業の活性化や新たな産業の育成と企業誘致を促進

します。 

通 学 路 の 

安 全 確 保 

○安全で快適な日常生活や災害時における避難経路を確保するため、狭あい道路等

の拡幅を図ります。 

○安全で安心できる交通環境を実現するため、通学路などの危険箇所の改善を図る

とともに、ガードレール、カーブミラーなどの交通安全施設の整備を推進します。

○通学路の安全確保に向けた取組みを推進するため、教育委員会や警察、道路管理

者（国・県・市）などの関係機関が連携し、通学路の安全対策を図ります。 

緑地を活用 

した健康づ 

くりと交流 

空間の形成 

○JA あいさい緑地などの公園・緑地は、市民の健

康づくりや憩い、交流の場、また生活にうるお

いをあたえる自然とのふれあいの場として、保

全・整備を進め、快適な住環境の形成を図りま

す。 

 

 

 

 

○都市防災の方針 

種 類 内 容  

耐震岸壁を 

核 と し た 

防災拠点の 

整 備 

○耐震強化岸壁や緑地等が整備されている徳島

小松島港赤石地区について、災害時に避難場

所や復旧復興活動拠点となるよう、さらなる

防災機能の強化を図ります。 

 

耐震強化岸壁 

【徳島小松島港赤石地区】 

あいさい球場 

【JA あいさい緑地】 
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○都市景観の方針 

 

避難場所の 

整 備 

○避難場所を確保するため、公共施設の積極的な活用や民間施設との連携を図ると

ともに、既存施設の改築・改修等により、避難機能を備えた施設の整備を推進し

ます。 

○災害時の避難場所や復旧復興活動拠点となる公園や緑地の整備を進め、耐震性貯

水槽や備蓄倉庫など、防災機能を高める設備の充実を図ります。 

○高台への避難に相当な時間を要する避難困難地域については、新たな避難施設の

整備を推進します。 

避 難 路 の 

整 備 

○災害時でも安全で円滑な通行を確保するため、避難場所に続く道路や迂回路など

の避難経路について、道路管理者である国・県・市が連携し、整備を推進します。

海 岸 保 全 

施 設 の 

整 備 

○防潮堤などの海岸保全施設は、高潮による浸水

対策はもとより、津波発生時においても施設の

効果が発揮できるよう整備を図ります。 

 

種 類 内 容  

美しい海岸

景観の保全 

○今津坂野海岸などの景勝に優れた美しい海岸や緑広がる田園風景など魅力ある

景観の保全を図ります。 

今津坂野海岸【和田島町】 
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図 5-13 まちづくり方針図[坂野･和田島･新開地域]（概ね 20 年後） 
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４ 立江・櫛渕地域のまちづくり 

 

１ 地域の現況と特性 

地域の概況 

○「立江小学校区」、「櫛渕小学校区」の 2 つの小

学校区で構成します。 

○本市の南部に位置し、阿南市、勝浦町と接して

います。 

○地形は、本地域の中央部から北東部にかけて平

地となっており、北西部から南部にかけては丘

陵地帯となっています。 

人 口 及 び 

世 帯 数 

○本地域の人口及び世帯数は、平成 24 年 3 月末現在の住民基本台帳より、3,036

人、1,122 戸となっています。市全体の人口の推移と同様に、本地域においても

人口減少が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-14 人口･世帯の推移（各年 3月末現在の住民基本台帳より集計） 

土 地 利 用 

○本地域の全域が市街化調整区域に指定されており、農地、山林などの自然的土

地利用が大部分を占めています。 

○平地では、集団的な農地が広がっているほか、まとまりのある住宅地が点在し

ています。 

都 市 施 設 

○主要地方道阿南小松島線や一般県道宮倉徳島線などが本地域内を通っていま

す。 

○主要な公園･緑地として、立江川親水公園、赤石運動広場が整備されています。
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２ 市民アンケート調査（立江・櫛渕地域） 
 

市民アンケート調査結果より、お住まいの地域（小学校区）の生活における満足度、重要度に

ついて、立江・櫛渕地域で集計したところ、次のとおりとなっています。 

 

１ 生活環境要素の満足度（有効回答者数 76 人） 

生活環境要素の満足度は「地域の人とのつながりや交流」66.2％、「自然の豊かさや景観」65.3％、

「公民館など地区の集会施設の利用のしやすさ」61.8％が上位を占めています。一方で、「火災･

地震･水害などに対する安全性」21.1％、「公園の利用のしやすさ」27.4％、「歩行者･自転車の安

全性」31.6％が下位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活環境要素の重要度（有効回答者数 61 人） 

生活環境要素の重要度は「火災･地震･水害に対する安全性」44.3％、「河川や水路などの水のき

れいさ」29.5％、「医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ」27.9％が上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-15 生活環境要素の満足度 

図 5-16 生活環境要素の重要度 
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３ まちづくりワークショップ（立江・櫛渕地域） 
 

まちづくりワークショップの結果より、立江･櫛渕地域の主な意見やアイデアを集約し、分類

ごとにまとめたところ、次のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●都市基盤 

「橋（鷺橋など）が老朽化している」、「街灯が

少なく暗い」、「農地の転用について規制緩和し

てほしい」、「光ケーブルがなく IT 化が遅れてい

る」、「子どもの遊び場が少なく遊具もない」 

●産業 

「有害鳥獣による農作物の食害」 

●防災 

「洪水被害がある」 

●コミュニティ 

「少子高齢化が進んでいる」、「近くに店がなく

買い物が不便」、「公民館活動やサークルが少な

い」、「学校統合で地域の将来が心配」 

地域の課題  

●施設 

「立江寺（四国八十八箇所十九番札所）」、「ミニ

八十八箇所」、「神社（立江八幡神社、櫛渕八幡

神社など）」 

●産業 

「農作物（お米、たけのこ、やまもも、しいた

けなど）」、「花火工場」 

●自然 

「吹き筒花火」、「秋葉神社の天狗しばき」、「教

育熱心な土地柄（学者などを輩出）」 

●イベント･文化 

「豊かな自然風景（山、川、田）」 

地域の資源 

 

●都市基盤 

「お遍路さんに愛されるまち」、「多くの人が交流

できるまち」、「高齢者が住みやすいまち（病院、

食料品店がある）」、「高齢者や若者が交流できる

場所づくり（花のある公園など）」、「学校など公

共施設を地域に残して欲しい」 

●自然 

「田舎であることを活かしたまちづくり」、「自然

環境を維持し、農業を中心としたまちづくり」 

●イベント･コミュニティ 

「婚活の実施」、「人材バンク（退職者の知識、技

術を活用）」、「地域でも健康づくりのつどい開

催」、「他のまちからの移住促進」 

●産業 

「大型店舗の誘致」、「IT を活用した地域の情報

発信」、「有機農法や農産物の加工に取り組む」、

「菌床椎茸など日本一のものを活かす」、「櫛渕に

も産直市を整備」、「山の南斜面を活かした自然エ

ネルギーの利用」 

地域の将来像 
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４ まちづくりの目標設定（立江・櫛渕地域） 
 

全体構想における位置づけや地域の現況・特性、まちづくりワークショップの結果等を踏まえ、

立江・櫛渕地域のまちづくりの目標を次のように設定します。 

 

○現況と課題 農業の振興 

本地域は全域が市街化調整区域であり、ほ場整備された広大な優良農地や日当たりの良い山林を有

するなど、農業に適した地域です。 

まちづくりワークショップでは、お米や野菜、やまももなどの果樹、しいたけ、たけのこ等の農産

物が地域資源としてあげられています。担い手不足による休耕田の管理の問題や有害鳥獣による食害

といった課題も指摘されていますが、地域の将来像として、自然環境を維持し、農業を中心としたま

ちづくりを推進すること、具体的には有機農法の導入や農産物の加工、産直市での販売も含めた 6 次

産業化の取り組みが提案されています。 

 

○目標 豊かな農地と自然を守り、地域産業の活性化を促進するまちづくり

土地利用の規制や誘導により農地や山林を保全するとともに、担い手支援や農産物のブランド化と

いったソフト対策の連携により、地域の主要な産業である農業の活性化を促進します。 

 

 

○現況と課題 安全な日常生活の確保 

本地域では近年、主要地方道阿南小松島線が整備されるなど、交通の円滑化が図られつつあります

が、JR 立江駅や立江寺周辺は狭あいな道路が多く残っています。また、平成 16 年の台風 23 号による

大雨では立江川が氾濫し、大規模な洪水が発生しています。 

まちづくりワークショップでは、道幅が狭く歩道がないこと、立江川の橋が老朽化していること、

街灯が少ないこと、洪水被害があることなど生活基盤施設や防災に対する様々な課題が指摘されてい

ます。 

 

○目標 生活基盤整備と防災対策により、安心して暮らせるまちづくり 

狭あい道路の改善や交通安全施設の整備により、歩行者等の安全を確保するとともに、防災の観点

を含めた橋梁改修や治水対策を進め、安心して暮らせるまちづくりを推進します。 
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○現況と課題 生活関連施設の減少と少子高齢化 

本地域は全域が市街化調整区域であり、JR 立江駅や立江寺周辺に規模の大きい集落が存在するほか

は、小規模な田園集落が点在しています。近年、国道 55 号周辺に店舗や産直市が立地していますが、

既存集落では商店や病院が減少しています。 

まちづくりワークショップでは、地域の課題として少子高齢化が進んでいること、近くに店舗がな

く買い物が不便、農地の転用について規制緩和してほしい、学校統合で地域の将来が心配という意見

があり、地域の将来像として病院や食料品店があり高齢者が住みやすいまち、学校などの公共施設を

地域に残して欲しい、他の町からの移住促進、大型店舗の誘致などが提案されています。 

 

○目標 田園集落の住環境向上とコミュニティの強化を図るまちづくり 

JR 立江駅周辺や主要地方道阿南小松島線沿道の田園集落については、都市機能の集積を促す地域と

の連携を促進し、生活利便性を向上するとともに、農業との健全な調和を図った上で、住環境の向上

とコミュニティの強化を図ります。 

 

 

 

○現況と課題 観光・地域資源の活用 

本地域はほ場整備された広大な田園とゆるやかな里山に囲まれたのどかな風景が広がり、また立江

寺周辺には歴史ある門前町※が形成されています。 

まちづくりワークショップでは、地域資源として豊かな自然風景と、立江寺、立江八幡神社、櫛渕

八幡神社、吹き筒花火などがあげられ、地域の将来像として田舎であることを活かしたまちづくり、

お遍路さんに愛されるまち、IT を活用した地域の情報発信、多くの人が交流できるまちなどが提案さ

れています。 

 

○目標 地域資源を活かし、多くの人が交流するまちづくり 

歴史ある寺や神社、祭り、遍路道などの観光資源と田園・里山風景がおりなす景観を保全するとと

もに、イベント開催や情報発信などのソフト対策との連携により地域資源を活かし、地域内外の人々

の交流を促進します。 
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５ まちづくりの方針（立江・櫛渕地域） 
 

まちづくりの目標を実現するため、立江・櫛渕地域のまちづくりの方針を次のように示します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○土地利用の方針 

種 類 内 容  

優良農地の 

保 全 

○平野部に広がる優良農地は、ほ場整備や農業水利

施設等の整備により農業生産性の向上や農業経

営の安定を図り、地域産業の活性化を促進しま

す。 

 

山林地域の 

保 全 

○山林地域は、山林が持つ景観、治水、防災など

多様な機能を維持するため、自然環境の保全を

図るとともに、樹園地の農業生産性向上を図り、

地域産業の活性化を促進します。 

○豊かな農地と自然を守り、地域産業の活 

性化を促進するまちづくり 

○生活基盤整備と防災対策により、安心し

て暮らせるまちづくり 

○田園集落の住環境向上とコミュニティの

強化を図るまちづくり 

○地域資源を活かし、多くの人が交流する

まちづくり 

まちづくりの目標 

○土地利用の方針 

 

○都市施設整備の方針 

 

○都市防災の方針 

 

○都市景観の方針 

分野別の基本方針 

 優良農地 

【主要地方道阿南小松島線 

から北西方向】 

山林地域【櫛渕町】 
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田園居住地 

の生活基盤 

整 備 

○田園集落などの地域は、既存集落と自然が育む環境を大切にし、農業生産性の向

上に向けた環境整備を進めることを基本としながら、良好な住環境の形成や地域

コミュニティ維持のため、農業との健全な調和を図った上で、道路等の施設整備

や空き家対策の実施、地区計画等の活用を図ります。 

地域の拠点 

となる都市 

機能の集積 

○JR 阿波赤石駅周辺は、快適な市民生活に必要な都市機能（医療・福祉、子育て支

援、商業・業務、教育・文化、行政など）のさらなる集積を促し、地域の利便性

の向上を図ります。 

計 画 的 で 

秩 序 あ る 

土 地 利 用 

○国道 55 号沿道周辺の地域は、農業や自然環境との健全な調和を図った上で、地区

計画等の活用により、地域の利便性向上や産業の活性化を図りつつ、津波避難機

能を備えた施設を適切に配置することで、計画的で秩序ある安全・安心な土地利

用を図ります。 

 

○都市施設整備の方針 

種 類 内 容  

通 学 路 の 

安 全 確 保 

○安全で快適な日常生活や災害時における避難経路を確保するため、狭あい道路等

の拡幅を図ります。 

○安全で安心できる交通環境を実現するため、通学路などの危険箇所の改善を図る

とともに、ガードレール、カーブミラーなどの交通安全施設の整備を推進します。

○通学路の安全確保に向けた取組みを推進するため、教育委員会や警察、道路管理

者（国・県・市）などの関係機関が連携し、通学路の安全対策を図ります。 

公園・緑地 

の 整 備 

○立江川親水公園など公園・緑地は、災害などの

非常時に、避難場所や復旧復興活動拠点となる

防災空間としての機能向上を図ります。 

緑と水辺環 

境を活かし 

た交流空間 

の 形 成 

○立江川親水公園などの身近な公園・緑地は、市民の健康づくりや憩い、交流の場、

また生活にうるおいをあたえる自然とのふれあいの場として、保全・整備を進め、

地域内外の人々の交流を促進します。 

○山林地域の緑豊かな自然環境や緑広がる田園風景などの緑地資源を活かし、特色

と魅力ある環境づくりを図ります。 

立江川親水公園 
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○都市防災の方針 

種 類 内 容  

浸水・土砂 

災 害 対 策 

○立江川排水機場等の適切な管理により、台風や

局地的な集中豪雨などによる浸水被害の軽減を

図ります。 

○河川の氾濫、浸水などの災害に対する安全度を

高めるため、徳島県と連携し、二級河川立江川

水系河川整備計画に基づいて河道拡幅や河床掘

削、築堤等の河川改修を推進します。 

○土石流や急傾斜地崩壊等の土砂災害が発生するおそれのある区域は、砂防施設の

整備を図ります。 

 

 

 

○都市景観の方針 

種 類 内 容  

門 前 町 の 

歴 史 を 

活 か し た 

交 流 空 間 

の 形 成 

○立江寺や遍路道などの歴史的建造物や史跡の資源は、周辺環境に配慮しながら

保全を図り、歴史的な街並み景観を活用した観光・交流のまちづくりを推進し

ます。 

 

二級河川 立江川 

立江寺門前町 

【白鷺橋から立江寺方向】 

立江寺 

（四国八十八箇所十九番札所） 
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図 5-17 まちづくり方針図[立江･櫛渕地域]（概ね 20 年後） 
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第６章 計画推進に向けて 
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第６章 計画推進に向けて 

 

１ 都市計画の決定・実施 

都市計画マスタープランに掲げた方針は、都市計画制度を通じて実行していくことが基本とな

ります。ここでは、より具体的な都市計画の決定・実施を行う時期について、関連する分野別の

基本方針に基づき、短期（平成 26 年度～平成 28 年度）、中期（平成 29 年度～平成 32 年度）の 2

段階で整理します。 

なお、実施期間は現時点でのものであり、今後の社会経済情勢などの変化により、変更が生じ

る可能性があります。 

 

関連する分野

別の基本方針 

都市計画の 

決定・実施 

短期目標 

(H26～H28) 

中期目標 

(H29～H32)

土

地

利

用 

都

市

施

設

整

備 

都

市

防

災 

都

市

景

観 

○  ○ ○ 
用途地域の見直し 
（第 1種低層住居専用地域等） 

完了  

○  ○ ○ 用途地域の定期見直し  着手→完了 

○   ○ 風致地区の見直し 調査→着手→完了  

 ○ ○  四国横断自動車道 継続 完了 

 ○ ○  都市計画道路江田小松島港線 継続 完了 

 ○ ○  都市計画道路芝生日ノ峰線 継続→完了  

 ○ ○  
その他の都市計画道路 
（都市計画道路月ノ輪金磯線等） 

調査・検討 着手 

 ○ ○ ○ 市総合グラウンド防災広場（仮称） 着手→完了  

 ○ ○ ○ 小松島市運動公園の見直し 調査→着手→完了  

 ○ ○  金磯南雨水ポンプ場 完了  

 ○ ○  
汚水処理施設 
（公共下水道、合併処理浄化槽等） 

推進 推進 

 ○ ○  小松島市火葬場（仮称） 調査・検討→着手 完了 

 ○ ○  市南部地域統合新中学校 着手→完了  
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２ チェック機能の構築 

 

（１）評価（Check） 

都市計画は一定の継続性、安定性が求められることを踏まえて、計画（Plan）→実施（Do）→

評価（Check）→改善（Action）により、短・中期目標年次（平成 32 年度）および長期目標年次

（平成 42 年度）において適切な評価を行いながら、都市計画マスタープランの着実な推進を目

指します。 

ただし、上位計画の見直しや社会経済情勢の変化等により必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 

平成 42 年度 

評価 

平成 32 年度 

Plan Do 

Action

計画の改善 

Check

上位計画や社会経済情勢に大きな変化が

あった場合は、計画期間に関わらず適正な

見直しを行います。 

短･中期目標年次 

平成 32 年度 

長期目標年次 

平成 42 年度 

基準年次 

平成 22 年度 

Check 

方針の変更を目的とする

ものではなく、方針の実

現化を目的に、主に具体

的な事業・施策等の追記

を行います。 

Action Plan 

次期計画策定に反映 

計画策定期間 

H22 年度～H25 年度 

都市計画の決定・実施 
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（２）評価の視点 

評価にあたっては、都市計画の決定・実施などの進捗状況を整理するだけではなく、都市づくり

の基本目標ごとに評価の視点や指標を設定し、都市計画基礎調査や国勢調査の結果などをもとに定

量的に評価を行います。ここでは、代表的な指標の現状値と目標（方向性）をより具体的に示しま

すが、その他にも様々な指標を用いて、適切に評価を行います。 

また、評価の結果等を公表し、市民が都市計画マスタープランの達成状況をチェックできる体制

を整えます。 

 

都市づくり

の基本目標 

評価 

の視点 
代表的な指標 

現状値の 

出典 
現状値 

短・中期

目標 

（H32）

長期 

目標 

（H42）

集約・連携型 

都市構造の 

構築に向けた

都市づくり 

市街地に人

や都市機能

が集まって

いるか。 

人口集中地区（DID）※の 

人口密度 
H22 国勢調査 36.8人／ha 拡大 拡大 

中心市街地の空き店舗率 H25 市調べ 22.8％ 縮小 縮小 

南小松島駅の乗降客数 

（定期を含む 1日平均） 

H23 徳島県統

計書 
1,021 人 拡大 拡大 

活力ある地域

産業を育む 

都市づくり 

産業が活性

化されてい

るか。 

1 事業所当たりの製造品出

荷額 

H22 工業統計

調査 
54,400万円 拡大 拡大 

1 商店当たりの商業販売額 H19 商業統計

調査 
10,025万円 拡大 拡大 

1 農家当たりの経営耕地面

積 

H22 農林業セ

ンサス 
95a 拡大 拡大 

誰もが安全で

快適に暮らせ

る都市づくり 

都市施設の

整備が進ん

でいるか。 

都市計画道路整備進捗率 H23 市調べ 40.9％ 65％ 80％ 

市民1人当たりの都市公園

供用面積 
H22 市調べ 1.8 ㎡／人 5 ㎡／人 10 ㎡／人

汚水処理人口普及率 H24 市調べ 28.4％ 39.3％ 64.4％ 

災害に強く安

心して暮らせ

る都市づくり 

防災・減災

対策が進ん

でいるか。 

津波緊急一時避難場所 

（避難建築物）の収容人数
H25 市調べ 19,363 人 拡大 拡大 

指定避難所の収容人数 H25 市調べ 10,441 人 拡大 拡大 

防災拠点となる市の公共

施設等の耐震化率 
H24 市調べ 68.9％ 100％ 100％ 

自然環境と共

生した魅力あ

る都市づくり 

農地や河川

などの自然

環境が保全

されている

か。 

農用地区域の面積 H24 市調べ 1,740ha 1,882ha 1,882ha 

勝浦川の水質 BOD※ 

H24 とくしま

水環境 

マップ 

0.6mg／L 0.5mg／L 0.5mg／L

神田瀬川の水質 BOD 2.2mg／L 2mg／L 1.1mg／L

芝生川の水質 BOD 3.9mg／L 2mg／L 1.1mg／L

立江川の水質 BOD 3.5mg／L 2mg／L 1.1mg／L

太田川の水質 BOD 2.6mg／L 2mg／L 1.1mg／L
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３ 連携体制の構築 

 
本計画の推進に向けて、行政が積極的に取り組むとともに、国や徳島県など他の行政機関、市民

や民間事業者との連携を推進します。 

 

 

 

 

種 類 内 容 

国や県など 

の関係機関 

と の 連 携 

○国や徳島県、近隣市町村など他の行政機関と連携・調整し、円滑な事業実施や

補助事業の活用による財源確保、他事業との連携による事業効果増大など、総

合的な視点に基づく施策展開を推進します。 

市民や民間 

事業者との 

連 携 

○都市計画の策定過程において、情報を積極的に開示・提供するとともに、市民

と行政との意見交換の場を設け、情報の共有を推進します。 

○地域の実情に応じた創意工夫あるまちづくりを進めるため、都市計画の提案制

度を活用し、市民や民間事業者との連携･協力を推進します。 

庁 内 関 係 

部 局 の 

連 携 

○都市計画は、産業や防災、福祉など、行政の様々な分野と密接な関連を持って

いるため、庁内の関係部局と情報を共有し、幅広い分野での施策展開が行える

よう、庁内の連携体制強化を推進します。 
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資料編 

資料１ 策定経過 

資料２ 市民アンケート調査 

資料３ まちづくりワークショップ 

資料４ 用語解説 
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資料１ 策定経過 
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１ 策定経過 
 

 

年 月 日 内  容 

平成 22 年度 現況調査（人口・産業の動向、土地利用の状況等） 

平成 23 年 6 月 17 日 
第 1回 小松島市都市計画マスタープラン策定市民会議 

議事：都市計画マスタープランの概要、市の現況、市民アンケート調査 

平成 23 年 6 月 29 日 

～7月 22 日 

市民アンケート調査（15 歳以上の市民 2,500 人を対象） 

2,500 名のうち 1,034 名の方から調査票回収（回収率 41.4%） 

平成 23 年 11 月 4 日 
第 2回 小松島市都市計画マスタープラン策定市民会議 

議事：課題及び目標、将来都市構造、土地利用の方針、地域区分の設定 

平成 24 年 5 月 20 日 

都市計画シンポジウム 

小松島市ミリカホールで開催（約 300 名の方が参加） 

第 1 部 基調講演「これからの小松島のまちづくりにむけて」 

第 2 部 パネルディスカッション「みんなで進める こまつしま・まちづくり」

平成 24 年 6 月 25 日 

～7月 31 日 

地域のまちづくりについて意見募集 

3 名の方から意見書提出 

平成 24 年 7 月 12 日 

～7月 20 日 

まちづくりワークショップ 

市内公民館等 12 会場で開催（延べ 199 名の方が参加） 

平成 25 年 5 月 20 日 
第 3回 小松島市都市計画マスタープラン策定市民会議 

議事：小松島市都市計画マスタープラン（素案） 

平成 25 年 8 月 30 日 
小松島市議会 

小松島市都市計画マスタープラン（素案）の報告 

平成 25 年 10 月 1 日 
小松島市都市計画審議会 

小松島市都市計画マスタープラン（素案）の報告 

平成 25 年 10 月 7 日 

～10 月 28 日 

パブリックコメント 

小松島市都市計画マスタープラン（素案）に対する意見募集 

37 名の方から意見書提出 

平成 25 年 10 月 25 日 
小松島市議会 

小松島市都市計画マスタープラン（素案）への議会提言書 

平成 25 年 11 月 27 日 
第 4回 小松島市都市計画マスタープラン策定市民会議 

議事：議会提言書及びパブリックコメントを受けての修正、 

小松島市都市計画マスタープランの策定に関する提言（案） 

平成 25 年 11 月 29 日 
小松島市議会 

議会提言書及びパブリックコメントの対応、 

小松島市都市計画マスタープラン（案の案）の報告 

平成 26 年 1 月 10 日 
第 5回 小松島市都市計画マスタープラン策定市民会議 

議事：提言について、まとめ 
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資料２ 市民アンケート調査 
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２－１ 市民アンケート調査の概要 

 

１ 調査目的 
 

小松島市都市計画マスタープランの策定にあたり、小松島市の現状や課題、今後のまちづくり

の方向性等を検討する目的で市民アンケート調査を実施しました。 

 

 

２ 調査概要 
 

対象者 15 歳以上の市民から無作為に抽出 

対象者数 2,500 人 

調査方法 郵送による調査票の配布及び回収 

調査期間 
平成 23 年 6 月 29 日～平成 23 年 7 月 22 日 

（※平成 23 年 8 月 31 日までに回収した調査票も結果に反映しています。） 

 

 

３ 回収結果 
 

配布数 2,500 票 

回収数 1,034 票 

回収率 41.4％ 

 

 

４ 調査結果の見方 
 

（１）回答割合について 

・回答割合は、各項目の回答者数を、回収数で除し、パーセンテージを小数点第 1 位まで表示し

ています。 

・単数回答（選択肢から 1 つだけ回答する場合）の問は、回答割合の合計が 100％になるよう調

整しています。 

・複数回答（選択肢から 2 つ以上選択できる場合）の問は、回答割合の合計は 100％より大きく

なります。 

 

（２）無回答について 

以下の事項は全て無回答で集計しています。 

・回答が記入されていない場合 

・単数回答の問で複数回答している場合 

・複数回答の問で指定の選択数以上の回答をしている場合 
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２－２．調査結果の概要 

 

１ 小松島市全体のまちづくりについて 
 

（問１）小松島市の将来イメージ（将来像）としてどのようなまちづくりを目指すべきか 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 3 つまで○] 

「災害に強い安全なまちづくり」が 54.8％と最も多く、次いで「高齢者や障害者が暮らしやす

いまちづくり」44.8％、「治安の良い安心して暮らせるまちづくり」36.0％となっています。 

54.8%

44.8%

36.0%

35.1%

33.8%

30.6%

17.5%

17.3%

8.6%

6.3%

4.8%

2.1%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

災害に強い安全なまちづくり

高齢者や障害者が暮らしやすいまちづくり

治安の良い安心して暮らせるまちづくり

教育・子育てがしやすいまちづくり

にぎわいと活気のあるまちづくり

産業活力があふれるまちづくり

豊かな自然環境を活かしたまちづくり

様々な機能が集まった便利なまちづくり

美しいまちなみや景観のあるまちづくり

市民活動が活発なまちづくり

歴史・文化など地域の個性を活かしたまちづくり

その他

無回答
 

問 1 小松島市の将来イメージ 

 

 

（問２）今後のまちづくりにおいて、どのような分野に力を入れる必要があるか 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 3 つまで○] 

「医療･介護･福祉の充実」が 47.7％と最も多く、次いで「防災･防犯機能の強化」37.4％、「町

の中心部（まちなか）の活性化」31.8％となっています。 

47.7%

37.4%

31.8%

29.7%

24.9%

22.6%

21.3%

15.6%

14.6%

12.3%

11.1%

11.1%

6.5%

1.5%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医療・介護・福祉の充実

防災・防犯機能の強化

町の中心部(まちなか)の活性化

教育環境(子育て環境等を含む)の充実

下水道・河川の整備

道路の整備

商業機能の強化

公共交通機関の整備

農林水産業の振興

工業機能の強化

公園・緑地の整備

ゴミの軽量化・リサイクル

良好な景観形成

その他

無回答
 

問 2 今後のまちづくりにおいて力を入れるべき分野 
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（問３）道路の整備について何を重視すべきか 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 2 つまで○] 

「身近な生活道路の整備」が 46.2％と最も多く、次いで「避難道路の整備」34.7％、「通学路

の安全対策」31.5％となっています。 

46.2%

34.7%

31.5%

29.5%

24.9%

15.5%

7.0%

1.7%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

身近な生活道路の整備

避難道路の整備

通学路の安全対策

歩道の拡幅や段差の解消

歩行者専用道路・自転車専用道路の整備

既存の幹線道路や橋の整備

新しく幹線道路や橋を整備する

その他

無回答
 

問 3 道路の整備について重視すべきこと 

 

 

（問４）公共交通機関の整備について何を重視すべきか 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 2 つまで○] 

「主要なバス停や駅の周辺に駐車場・駐輪場を整備する」が 52.8％と最も多く、次いで「循環

型バスの導入」37.9％、「路線バスの充実」34.2％となっています。 

52.8%

37.9%

34.2%

26.2%

19.4%

5.4%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

主要なバス停や駅の周辺に駐車場・駐輪場を整備する

循環型バスの導入

路線バスの充実

バリアフリー化

鉄道の便数増

その他

無回答

 

問 4 公共交通機関の整備について重視すべきこと 
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（問５）公園・緑地の整備について何を重視すべきか 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 2 つまで○] 

「防災機能を有した公園の整備」が 67.4％と最も多く、次いで「身近で遊べる小さな公園・緑

地の整備」50.7％、「森林などの緑地の保存」24.6％となっています。 

67.4%

50.7%

24.6%

19.1%

13.9%

2.0%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

防災機能を有した公園の整備

身近で遊べる小さな公園・緑地の整備

森林などの緑地の保存

水辺のレクリエーション空間の整備

大きな公園・緑地の整備

その他

無回答

 

問 5 公園・緑地の整備について重視すべきこと 

 

 

（問６）良好な景観形成について何を重視すべきか 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 2 つまで○] 

「山なみや河川の自然景観の保全」が 46.1％と最も多く、次いで「花や緑のある景観の整備」

40.5％、「駅周辺など地域の玄関口の景観の整備」32.1％となっています。 

46.1%

40.5%

32.1%

22.5%

18.4%

16.2%

2.1%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

山なみや河川の自然景観の保全

花や緑のある景観の整備

駅周辺など地域の玄関口の景観の整備

幹線道路沿道の景観の整備

歴史的なまちなみ景観の保全

農村集落・里山などの田園景観の保全

その他

無回答

 

問 6 良好な景観形成について重視すべきこと 
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（問７）まちなか居住を促すためにはどういった事が重要か 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 2 つまで○] 

「買い物や通院の利便性向上」が 51.2％と最も多く、次いで「医療・介護・福祉の充実」33.2％、

「商業機能の活性化」30.0％となっています。 

51.2%

33.2%

30.0%

24.7%

15.3%

11.0%

10.1%

4.8%

4.8%

3.0%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

買い物や通院の利便性向上

医療・介護・福祉の充実

商業機能の活性化

にぎわいや活気の創出

教育環境(子育て環境等を含む)の充実

通勤・通学の利便性向上

治安や防犯面の改善

緑や自然の創出

衛生環境の改善

その他

無回答

 

問 7 まちなか居住を促すために重要なこと 

 

 

（問８）地震や大規模災害に備え、今後どのようなことが必要か 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 2 つまで○] 

「避難所となる公共施設の耐震化の促進」が 49.3％と最も多く、次いで「電気・水道などのラ

イフライン（都市基盤施設）関係施設の耐震化の促進」41.2％、「水害防止のための河川、堤防

の整備」36.1％となっています。 

49.3%

41.2%

36.1%

19.8%

16.4%

14.0%

8.9%

3.9%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

避難所となる公共施設の耐震化の促進

電気、水道などのライフライン(都市基盤施設)関係施設の耐

震化の促進

水害防止のための河川、堤防の整備

自主防災組織活動の活性化

地域コミュニティ(地域共同体)の強化

災害に備えた備蓄庫の整備

住宅の耐震診断及び耐震改修

その他

無回答

電気、水道などのライフライン(都市基盤施設)

関係施設の耐震化の促進

 

問 8 地震や大規模災害への備えとして必要なこと 
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（問９）人口の定住化の受け皿となる住宅地を確保するための土地利用のあり方についてどう思うか 

[選択肢のうちあてはまるもの 1 つに○] 

「今の市街地を、道路などを確保しながら整然とした市街地に再整備し、効率よく住宅地を確

保する」が 31.4％と最も多く、次いで「今の市街地の空き地や未利用地を住宅地として活用する」

29.3％、「現状のままで良く、これ以上住宅地を増やす必要はない」14.9％となっています。 

31.4%

29.3%

14.9%

12.3%

8.2%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今の市街地を、道路などを確保しながら整然とした市街地

に再整備し、効率よく住宅地を確保する

今の市街地の空き地や未利用地を住宅地として活用する

現状のままで良く、これ以上住宅地を増やす必要はない

市街地周辺の郊外地で宅地造成を行い、新たな住宅地を

供給する

今の市街地の一部地域で建物を中層化し、土地の有効･高

度利用を進める

無回答

今の市街地を、道路などを確保しながら整然とした

市街地に再整備し、効率よく住宅地を確保する

今の市街地の空き地や未利用地を住宅地として活用する

市街地周辺の郊外地で宅地造成を行い、

新たな住宅地を供給する

今の市街地の一部地域で建物を中高層化し、

土地の有効・高度利用を進める

現状のままで良く、これ以上住宅地を増やす必要はない

 

問 9 住宅地を確保するための土地利用のあり方 

 

 

（問 10）今後の商業のあり方についてどう思うか 

[選択肢のうちあてはまるもの 1 つに○] 

「大規模商業施設などを郊外地に誘致し、商業環境の核として新しくまちづくりをする」が

33.4％と最も多く、次いで「まちの中心部（まちなか）の商業環境を充実・活性化させる」32.2％、

「幹線道路沿いの商業環境を充実・活性化させる」22.9％となっています。 

33.4%

32.2%

22.9%

6.6%

1.8%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大規模商業施設などを郊外地に誘致し、商業環境の核として新

しくまちづくりをする

まちの中心部(まちなか)の商業環境を充実・活性化させる

幹線道路沿いの商業環境を充実・活性化させる

特に商業環境を充実・活性化する必要はない

その他

無回答

大規模商業施設などを郊外地に誘致し、

商業環境の核として新しくまちづくりをする

 

問 10 今後の商業のあり方 
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（問 11）企業・工場の誘致する場合、どういったことに配慮して立地（誘致）するべきか 

[選択肢のうちあてはまるもの 1 つに○] 

「自然環境や景観、農地に悪影響を及ぼさないように立地（誘致）するべきである」が 30.7％

と最も多く、次いで「市街地内の工場跡地や商業施設跡地などに立地（誘致）するべきである」

26.7％、「居住環境や景観に悪影響を及ぼさないように立地（誘致）するべきである」25.4％とな

っています。 

30.7%

26.7%

25.4%

10.1%

3.2%

1.3%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境や景観、農地に悪影響を及ぼさないように立地(誘致)するべきである

市街地内の工場跡地や商業施設跡地などに立地(誘致)するべきである

居住環境や景観に悪影響を及ぼさないように立地(誘致)するべきである

重要な雇用の場であり、どこでも構わないから立地(誘致)するべきである

特に立地(誘致)する必要はない

その他

無回答

 

問 11 企業・工場を立地（誘致）する場合に配慮するべきこと 

 

 

（問 12）今後の農地のあり方についてどう思うか 

[選択肢のうちあてはまるもの 1 つに○] 

「必要最小限の開発（住宅地などとして利用）は容認するが、農地は保全する」が 40.3％と最

も多く、次いで「一定の開発については、農地の減少はある程度やむを得ない」26.2％、「農地

は積極的に保全する」24.4%となっています。 

40.3%

26.2%

24.4%

4.8%

1.5%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

必要最小限の開発(住宅地などとして利用)は容認するが、農地は保全する

一定の開発については、農地の減少はある程度やむを得ない

農地は積極的に保全する

農地は、特に積極的に保全する必要はない

その他

無回答

 

問 12 今後の農地のあり方 
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２ お住まいの地域（小学校区単位）について 
 

（問 13）お住まいの地域（小学校区単位）の生活環境についてどの程度満足しているか 

[それぞれの項目について満足、やや満足、やや不満、不満の 4 つのうちから 1 つに○] 

「満足」、「やや満足」と答えた中では、「自然(海、山、川)の豊かさや景観」が 65.4％と最も多

く、次いで「日常の買い物の利便性」62.2％、「医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ」57.5％

となっています。 

「不満」、「やや不満」と答えた中では、「火災・地震・水害などに対する安全性」が 84.2％と

最も多く、次いで「歩行者・自転車の安全性」70.4％、「河川や水路などの水のきれいさ」65.5％

となっています。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然（海、山、川など）の豊かさや景観

日常の買い物の利便性

医療・介護・福祉関連施設の利用のしやすさ

教育環境（子育て環境等を含む）

地域の人とのつながりや交流

まちなみの景観

公民館など地区の集会施設の利用のしやすさ

通勤・通学の利便性

道路の整備状況

公園の利用しやすさ

公共交通機関（バス・鉄道）の利用しやすさ

河川や水路などの水のきれいさ

歩行者・自転車の安全性

火災・地震・水害などに対する安全性

満足 やや満足 やや不満 不満

無回答者数(人)

62

50

62

78

58

71

67

73

54

80

62

62

56

57

市民全体の、生活環境に関する満足・不満足の境界  

問 13 生活環境の満足度 

 

※問 13 の回答割合は、満足、やや満足、やや不満、不満の各項目の回答数を有効回答者数（回

収数から無回答者数を引いたもの）で除し、回答割合の合計が 100％になるよう調整していま

す。 
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問 13 生活環境の満足度（単位：％） 

項 目 満足 
やや

満足

満足

小計

やや 

不満 
不満 

不満

小計

自然(海、山、川など)の豊かさや景観 15.0 50.5 65.4 25.1 9.5 34.6

日常の買い物の利便性 15.6 46.6 62.2 25.5 12.3 37.8

医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ 12.0 45.5 57.5 32.1 10.4 42.5

教育環境（子育て環境等を含む） 6.5 50.3 56.8 32.1 11.1 43.2

地域の人とのつながりや交流 9.7 46.6 56.3 33.0 10.7 43.7

まちなみの景観 6.8 45.9 52.7 34.8 12.6 47.3

公民館など地区の集会施設の利用のしやすさ 8.7 43.9 52.6 31.9 15.6 47.4

通勤･通学の利便性 9.9 41.8 51.6 31.4 16.9 48.4

道路の整備状況 8.7 34.3 43.0 36.1 20.9 57.0

公園の利用のしやすさ 7.7 31.0 38.7 33.9 27.4 61.3

公共交通機関(バス･鉄道)の利用のしやすさ 10.3 28.2 38.5 35.2 26.3 61.5

河川や水路などの水のきれいさ 6.2 28.2 34.5 38.3 27.2 65.5

歩行者･自転車の安全性 4.7 24.9 29.6 45.3 25.1 70.4

火災･地震･水害などに対する安全性 1.3 14.5 15.8 43.6 40.6 84.2

（※満足小計＝「満足」＋「やや満足」） 

（※不満小計＝「不満」＋「やや不満」） 

 

 

（問 14）生活環境の中で、最も大切だと思うもの 

[選択肢のうちあてはまるものを最大 3 つまで○] 

「火災・地震・水害などに対する安全性」が 38.1％と最も多く、次いで「歩行者・自転車の安

全性」20.1％、「医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ」18.4％となっています。 

38.1%

20.1%

18.4%

18.0%

15.9%

15.6%

14.4%

12.3%

11.7%

9.2%

6.8%

6.3%

4.3%

3.2%

25.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

火災・地震・水害などに対する安全性

歩行者・自転車の安全性

医療・介護・福祉関連施設の利用のしやすさ

道路の整備状況

河川や水路などの水のきれいさ

公共交通機関（バス・鉄道）の利用しやすさ

日常の買い物の利便性

地域の人とのつながりや交流

教育環境（子育て環境等を含む）

公園の利用しやすさ

自然（海、山、川など）の豊かさや景観

通勤・通学の利便性

公民館など地区の集会施設の利用のしやすさ

まちなみの景観

無回答

 
問 14 生活環境の中で最も大切なもの 
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（問 14）最も大切だと思う生活環境について選んだ理由 

[自由記入回答] 

最も大切だと思われる生活環境の上位 5 位のうち、その選んだ理由上位 3 つは以下のとおりと

なっています。 

１位 火災、地震、水害などに対する安全性（38.1％） 

1 125 人 東日本大震災により、地震や津波に対して不安を感じており、市へ対策を望んでいる。

2 53 人 
現在、避難所に指定されている施設の老朽化等の安全性について不安を感じている、

または避難所を確保するべきと考えている。 

3 43 人 
津波発生時の避難について、居住地近くに高い建物や高台がないとの指摘、または

避難にかかる時間について不安を感じている。 

※東南海、南海地震発生時を想定した意見が多数寄せられている。 

２位 歩行者、自転車の安全性（20.1％） 

1 67 人 歩道、車道及び自転車道の分離がされていないことを指摘。 

2 27 人 道路幅の狭さと交通量（大型車を含む）の多さを指摘。 

3 15 人 交通マナーの悪さを指摘。 

※通学路の危険性を指摘する声が多数寄せられている。 

３位 医療、介護、福祉関連施設の利用のしやすさ（18.4％） 

1 34 人 
医療･介護･福祉のいずれかについて費用面、サービス面、通院のしやすさ等の要望

をもっている。 

2 23 人 高齢社会に対応できるために医療・介護・福祉分野は重要と考える。 

3 21 人 医療機関が近くにあることで生活に安心感や便利さを感じている。 

※高齢者、子供が利用する際の問題点が多数寄せられている。 

４位 道路の整備状況（18.0％） 

1 47 人 
道路の狭さを感じている、または狭い道路での交通量の多さについて危険を感じて

いる。 

2 46 人 道路の凹凸や舗装の悪さを感じている。 

3 6 人 道路に水たまりが多い、または雨水により冠水しやすいと感じている。 

※特に生活道路の整備を要望する声が多く寄せられている。 

５位 河川や水路などの水のきれいさ（15.9％） 

1 81 人 
河川、水路がゴミやヘドロ、土砂により汚れており、流れが悪くなっていると感じ

ている。 

2 11 人 河川や水路にゴミ（粗大ゴミを含む）を捨てる人がいるとの指摘。 

3 5 人 水路の改修が進んでいないとの指摘。 

※河川や水路の汚れと改善を要望する声が多く寄せられている。 
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■生活環境の満足度と重要度の関係 

・生活環境の各項目に対する市民ニーズを相対比較するため、下記の計算方法により満足度と重要度

を評点化し、満足度の評点を横軸、重要度の評点を縦軸とした図を次ページに作成しました。 

・満足度と重要度は各項目の評点の合計を 14 項目で除したものを平均値とし、満足度平均と重要度

平均の 2 本の補助軸を設定することで分類しています。 

 

■満足度の評点化 

下記の点数にそれぞれの回答数を乗じ、それらの合計を回答数で除したものを評点とします。 

「満足」：4 点   「やや満足」：3 点   「やや不満」：2 点   「不満」：1 点 

回答数

１点２点＋「不満」３点＋「やや不満」４点＋「やや満足」「満足」
　　満足度　　


  

 

■重要度の評点化 

下記の点数にそれぞれの回答数を乗じ、それらの合計を回答数で除したものを評点とします。 

「重要(最も大切)」な項目として回答されたもの    ：4 点 

「重要(最も大切)」な項目として回答されなかったもの ：1 点 

回答数

１点切)と思わない４点＋「重要(最も大「重要(最も大切)」
　　重要度　　




 

 

項 目 満足度 重要度 

１．道路の整備状況 2.307 1.726 

２．歩行者･自転車の安全性 2.091 1.811 

３．公共交通機関(バス･鉄道)の利用のしやすさ 2.225 1.628 

４．公園の利用のしやすさ 2.190 1.371 

５．まちなみの景観 2.469 1.129 

６．河川や水路などの水のきれいさ 2.135 1.640 

７．自然(海、山、川など)の豊かさや景観 2.709 1.273 

８．火災･地震･水害などに対する安全性 1.766 2.537 

９．通勤･通学の利便性 2.446 1.254 

10．日常の買い物の利便性 2.656 1.581 

11．公民館など地区の集会施設の利用のしやすさ 2.457 1.172 

12．医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ 2.591 1.741 

13．教育環境（子育て環境等を含む） 2.522 1.472 

14．地域の人とのつながりや交流 2.554 1.495 

平均値 2.366 1.559 

※網かけは、満足度または重要度の平均値を下回っている値を示しています。 
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■生活環境の満足度と重要度の関係図 

 

■生活環境の満足度と重要度の分類表 

番号 満足度が低く、重要度が高い項目 番号 満足度が高く、重要度も高い項目 

1 道路の整備状況 10 日常の買い物の利便性 

2 
歩行者･自転車の安全性 

12 医療・介護・福祉関連施設の利用のしやす

さ 

3 公共交通機関(バス･鉄道)の利用のしやす

さ 

 
 

6 河川や水路などの水のきれいさ   

8 火災･地震･水害などに対する安全性   

番号 満足度が低く、重要度も低い項目 番号 満足度が高く、重要度が低い項目 

4 公園の利用のしやすさ 5 まちなみの景観 

 7 自然(海、山、川など)の豊かさや景観 

  9 通勤・通学の利便性 

 
 

11 公民館など地区の集会施設の利用のしや

すさ 

 13 教育環境(子育て環境等を含む) 

 14 地域の人とのつながりや交流 

 

1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

満足度平均 2.366

重
要

度
平

均
 1

.5
59

低い 高い満足度

重
要
度

高
い

低
い

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 14

満足度が低く、重要度が高い項目 満足度、重要度ともに高い項目

満足度が高く、重要度が低い項目満足度、重要度ともに低い項目
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■生活環境のニーズ得点 

・生活環境の満足度と重要度の関係を１つの指標で表すため、下記の計算方法により、ニーズ得点を

算出し、項目別のニーズ得点を下表に表しました。 

・ニーズ得点の範囲は 1～16 点となり、満足度が低く、重要度が高いほど高得点となり、市民ニーズ

が相対的に高いと考えられます。 

 

ニーズ得点  = （5 － 満足度評点 ） ×  重要度評点 

 

 

ニーズ得点は、「火災･地震･水害などに対する安全性」(8.206)が最も高く、次いで「歩行者･自

転車の安全性」(5.269)、「河川や水路などの水のきれいさ」(4.699)となっています。 

 

順 位 項  目 ニーズ得点 

1 火災･地震･水害などに対する安全性 8.206 

2 歩行者･自転車の安全性 5.269 

3 河川や水路などの水のきれいさ 4.699 

4 道路の整備状況 4.646 

5 公共交通機関(バス･鉄道)の利用のしやすさ 4.517 

6 医療･介護･福祉関連施設の利用のしやすさ 4.194 

7 公園の利用のしやすさ 3.851 

8 日常の買い物の利便性 3.707 

9 地域の人とのつながりや交流 3.657 

10 教育環境（子育て環境等を含む） 3.647 

11 通勤･通学の利便性 3.201 

12 公民館など地区の集会施設の利用のしやすさ 2.980 

13 自然(海、山、川など)の豊かさや景観 2.916 

14 まちなみの景観 2.857 
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３ 普段の生活について 
 

（問 15）従業地・通学地 

[選択肢のうち最もあてはまるもの１つに○] 

通勤・通学をしている中では、「小松島市内」が 34.4％と最も多く、次いで「徳島市」18.6％、

「阿南市」7.3％となっています。 

34.4%

18.6%7.3%
0.2%

2.4%

0.7%

30.9%

5.5%
小松島市内 : 356人 , 34.4%

徳島市 : 192人 , 18.6%

阿南市 :  75人 ,  7.3%

勝浦町 :   2人 ,  0.2%

その他市外 :  25人 ,  2.4%

徳島県外 :   7人 ,  0.7%

通勤・通学はしていない : 319人 , 30.9%

無回答 :  58人 ,  5.5%

 

問 15 従業地・通学地 

 

 

（問 16）通勤・通学で利用している主な交通手段 

[選択肢のうち最もあてはまるもの１つに○] 

通勤、通学をしている中では、「自家用車」が 47.7％と最も多く、次いで「自転車」6.7％、「鉄

道」3.8％となっています。 

47.7%

0.1%2.2%

6.7%

1.9%
3.8%

2.2%

25.8%

0.7%
8.9%

自家用車 : 493人 , 47.7%

タクシー :   1人 ,  0.1%

バイク・原付 :  23人 ,  2.2%

自転車 :  69人 ,  6.7%

バス :  20人 ,  1.9%

鉄道 :  39人 ,  3.8%

徒歩 :  23人 ,  2.2%

通勤・通学はしていない : 267人 , 25.8%

その他 :   7人 ,  0.7%

無回答 :  92人 ,  8.9%

 

問 16 通勤・通学で利用している主な交通手段 
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（問 17）日常の買い物の行き先 

[選択肢のうち最もあてはまるもの１つに○] 

「小松島市内」が 77.3％と最も多く、次いで「徳島市」11.9％、「阿南市」5.9％となっていま

す。 

77.3%

11.9%

5.9%

0.0%

0.7% 0.9% 1.4% 1.9%

小松島市内 : 799人 , 77.3%

徳島市 : 123人 , 11.9%

阿南市 :  61人 ,  5.9%

勝浦町 :   0人 ,  0.0%

その他市外 :   7人 ,  0.7%

徳島県外 :   9人 ,  0.9%

買い物はしていない :  14人 ,  1.4%

無回答 :  21人 ,  1.9%

 

問 17 日常の買い物の行き先 

 

 

（問 18）日常の買い物で利用している主な交通手段 

[選択肢のうち最もあてはまるもの 1 つに○] 

 

「自家用車」が 74.0％と最も多く、次いで「自転車」13.6％、「徒歩」2.9％となっています。 

74.0%

0.4%

2.4%

13.6%

1.5%

1.0% 2.9% 1.8% 0.4% 2.0%

自家用車 : 765人 , 74.0%

タクシー :   4人 ,  0.4%

バイク・原付 :  25人 ,  2.4%

自転車 : 141人 , 13.6%

バス :  16人 ,  1.5%

鉄道 :  10人 ,  1.0%

徒歩 :  30人 ,  2.9%

買い物はしていない :  19人 ,  1.8%

その他 :   4人 ,  0.4%

無回答 :  20人 ,  2.0%

 

問 18 日常の買い物で利用している主な交通手段 
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（問 19）普段どのようなコミュニティ活動（地域社会活動）に参加しているか 

[選択肢のうちあてはまるものすべてに○] 

「特に参加していない」は全体の約 6 割を占め、参加している回答の中では、「清掃・美化活

動に参加」が 15.2％と最も多く、次いで「住民相互の交流活動に参加」12.3％、「福祉活動に参

加」6.6％となっています。 

15.2%

12.3%

6.6%

5.6%

5.0%

3.8%

62.9%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

清掃・美化活動に参加

住民相互の交流活動に参加

福祉活動に参加

防災活動に参加

その他

防犯活動に参加

特に参加していない

無回答

 

問 19 普段参加しているコミュニティ活動 

 

 

（問 20）身近なまちを良くしていくためにこれから取り組んでいきたい活動 

[選択肢のうち最もあてはまるもの 1 つに○] 

「特にない」は全体の約 3 割を占め、取り組んでいきたい回答の中では、「安全を確保するた

めの防犯・防災活動」が 15.3％と最も多く、次いで「地域の人々と気軽に話せるような交流活動」

14.5％、「まちをきれいにする清掃・美化活動」13.9％となっています。 

15.3%

14.5%

13.9%

10.3%

5.9%

3.4%

1.9%

28.4%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

安全を確保するための防犯・防災活動

地域の人々と気軽に話せるような交流活動

まちをきれいにする清掃・美化活動

安心に暮らすための福祉活動

地域の課題の解決に住民自らが取り組む、自治

会活動等の運営

今後の建物の建て替えなどに備えた、住環境を

守るためのルールづくり

その他

特にない

無回答

 

問 20 身近なまちを良くしていくために取り組んでいきたい活動 
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４ 回答者の属性 
 

（問 21）回答者の性別 

「女性」が 54.4％、「男性」が 42.2％となっています。 

42.2%

54.4%

3.4%

男 性 : 437人 , 42.2%

女 性 : 562人 , 54.4%

無回答 :  35人 ,  3.4%

 

問 21 回答者の性別 

 

 

（問 22）回答者の年齢 

60 歳代が 22.8％と最も多く、次いで 50 歳代の 17.1％、70 歳代の 16.6％となっています。 

2.6%

7.6%

12.0%

11.4%

17.1%

22.8%

16.6%

6.9%

3.0%

15～19歳 :  27人 ,  2.6%

20～29歳 :  79人 ,  7.6%

30～39歳 : 124人 , 12.0%

40～49歳 : 118人 , 11.4%

50～59歳 : 177人 , 17.1%

60～69歳 : 236人 , 22.8%

70～79歳 : 172人 , 16.6%

80歳以上 :  71人 ,  6.9%

無 回 答 :  30人 ,  3.0%

 

問 22 回答者の年齢 
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（問 23）回答者のお住まいの地域 

「南小松島小学校区」が 24.1％と最も多く、次いで「千代小学校区」9.8％、「新開小学校区」

8.8％となっています。 

8.5%

24.1%

6.8%

9.8%8.7%

6.1%

6.2%
1.5%

7.2%

8.2%

8.8%

4.1% 小松島小学校区 :  88人 ,  8.5%

南小松島小学校区 : 249人 , 24.1%

北小松島小学校区 :  70人 ,  6.8%

千代小学校区 : 101人 ,  9.8%

児安小学校区 :  90人 ,  8.7%

芝田小学校区 :  63人 ,  6.1%

立江小学校区 :  64人 ,  6.2%

櫛渕小学校区 :  16人 ,  1.5%

坂野小学校区 :  74人 ,  7.2%

和田島小学校区 :  85人 ,  8.2%

新開小学校区 :  91人 ,  8.8%

無回答 :  43人 ,  4.1%

 

問 23 回答者の居住地 

 

 

（問 24）回答者の職業 

「会社員･公務員･団体職員」が 28.4％と最も多く、次いで「無職」26.0％、「家事従事者（専

業主婦(夫)など）」12.5％となっています。 

28.4%

4.7%

9.0%

3.4%

9.5%

12.5%

26.0%

2.9% 3.6%
会社員・公務員・団体職員 : 294人 , 28.4%

農林水産業 :  49人 ,  4.7%

自営業 :  93人 ,  9.0%

学生 :  35人 ,  3.4%

パートタイマー・アルバイト :  98人 ,  9.5%

家事従事者(専業主婦(夫)など) : 129人 , 12.5%

無職 : 269人 , 26.0%

その他 :  30人 ,  2.9%

無回答 :  37人 ,  3.6%

 

問 24 回答者の職業 
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（問 25）回答者の世帯人数 

「2 人」が 25.7％と最も多く、次いで「3 人」22.8％、「4 人」18.4％となっています。 

7.8%

25.7%

22.8%

18.4%

12.9%

6.4%

2.4%
0.7%

2.9%
1人 :  81人 ,  7.8%

2人 : 266人 , 25.7%

3人 : 236人 , 22.8%

4人 : 190人 , 18.4%

5人 : 133人 , 12.9%

6人 :  66人 ,  6.4%

7人 :  25人 ,  2.4%

8人以上 :   7人 ,  0.7%

無回答 :  30人 ,  2.9%

 

問 25 回答者の世帯人数 

 

 

（問 26）中学 3 年生までの子供が家族にいるかどうか（回答者も含めて） 

「いない」が約 8 割を占めます。 

21.5%

75.5%

3.0%

い る : 222人 , 21.5%

いない : 781人 , 75.5%

無回答 :  31人 ,  3.0%

 

問 26 中学 3 年生までの子どもの同居 

 

 

（問 27）65 歳以上の方が家族にいるかどうか（回答者も含めて） 

「いる」が約 5 割を占めます。 

50.6%46.1%

3.3%

い る : 523人 , 50.6%

いない : 477人 , 46.1%

無回答 :  34人 ,  3.3%

 

問 27 65 歳以上の方の同居 
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（問 28）小松島市での居住期間 

「30 年以上」が 62.1％と最も多く、次いで「20～30 年未満」13.3％、「10～20 年未満」10.7％

と続いています。 

1.3% 4.5%

4.5%

10.7%

13.3%

62.1%

3.6%
1年未満 :  13人 ,  1.3%

1年以上 5年未満 :  47人 ,  4.5%

5年以上10年未満 :  47人 ,  4.5%

10年以上20年未満 : 111人 , 10.7%

20年以上30年未満 : 138人 , 13.3%

30年以上 : 642人 , 62.1%

無回答 :  36人 ,  3.6%

 

問 28 小松島市での居住期間 

 

 

（問 29）住まいの住宅の形態 

「持家（戸建）」が 85.4％と最も多く、次いで「民間の借家（アパート・マンション等）」5.2％、

「公営住宅（市営・県営住宅等）」2.4％となっています。 

85.4%

0.6%

2.1% 5.2%
2.4%0.9% 3.4%

持家(戸建) : 883人 , 85.4%

持家(マンション) :   6人 ,  0.6%

民間の借家(戸建) :  22人 ,  2.1%

民間の借家(アパート・マンション等) :  54人 ,  5.2%

公営住宅(市営・県営住宅等) :  25人 ,  2.4%

その他 :   9人 ,  0.9%

無回答 :  35人 ,  3.4%

 

問 29 住まいの住宅の形態 
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（問 30）これからも小松島市に住みたいか 

「これからも住みたい」が 61.5％と最も多く、次いで「当分の間は住みたい」16.2％、「機会

があれば市外へ出たい」14.9％となっています。 

61.5%
16.2%

14.9%

3.2% 4.2%

これからも住みたい : 636人 , 61.5%

当分の間は住みたい : 167人 , 16.2%

機会があれば市外へ出たい : 154人 , 14.9%

すぐにでも市外へ出たい :  33人 ,  3.2%

無回答 :  44人 ,  4.2%

 

問 30 これからも小松島市に住みたいと思うか 
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資料３ まちづくりワークショップ 
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１ 開催目的 
 

小松島市都市計画マスタープランの策定にあたり、地域のまちづくりについて、よりきめ細か

く市民の皆さまの意見やアイデアをいただく目的で、まちづくりワークショップを開催しました。 

 

 

２ 開催内容 
 

ワークショップでは、参加者同士がグループを作り、「地域の資源」、「地域の課題」、「地域の

将来像」の 3 つのテーマについて、意見やアイデアを出し合っていただきながら、ワークシート

に整理し、参加者の方に発表していただきました。 

 

 

３ 開催状況 
 

下表のとおり、市内 12 会場で開催し、199 名（24 班）の方にご参加いただきました。 

開催日時（平成 24 年） 会場（対象地域） 参加人数 班数

7月 12 日(木曜日) 

19 時～21 時 

新開公民館（新開小学校区） 27 名 4 班

立江公民館（立江小学校区） 9 名 1 班

7 月 13 日(金曜日) 

19 時～21 時 

櫛渕公民館（櫛渕小学校区） 9 名 1 班

坂野公民館（坂野小学校区） 21 名 2 班

7 月 17 日(火曜日) 

19 時～21 時 

南小松島公民館（南小松島小学校区・北部） 14 名 2 班

芝田公民館（芝田小学校区） 11 名 1 班

7 月 18 日(水曜日) 

19 時～21 時 

小松島公民館（小松島小学校区） 16 名 2 班

児安公民館（児安小学校区） 27 名 3 班

7 月 19 日(木曜日) 

19 時～21 時 

北小松島公民館（北小松島小学校区） 18 名 2 班

コミュニティー金磯会館（南小松島小学校区・南部） 24 名 3 班

7 月 20 日(金曜日) 

19 時～21 時 

千代公民館（千代小学校区） 15 名 2 班

和田島公民館（和田島小学校区） 8 名 １班

 

 

４ 各地域の結果概要 
 

各地域の結果概要を次項から地域区分別に示します。（地域区分については、P61 地域区分の

設定を参照してください。） 
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

小松島・南小松島・北小松島・千代地域 

○小松島小学校区 

○南小松島小学校区・北部 

○南小松島小学校区・南部 

○北小松島小学校区 

○千代小学校区 
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絆
 

・
昔

か
ら

の
家

が
多

い
、

中
高

年
に

顔
見

知
り

が
多

い
 

・
公

民
館

活
動

を
し

っ
か

り
し

て
い

る
 

■
食

料
う

ま
い

 

・
野

菜
や

魚
が

う
ま

い
 

■
人

が
集

ま
れ

る
施

設
 

・
k
o
c
o
lo

、
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
パ

ー
ク

、
た

ぬ
き

広
場

、
遊

歩
道

 

■
自

然
災

害
 

・
避

難
場

所
へ

道
路

標
識

が
無

い
 

・
神

田
瀬

川
南

の
防

災
に

つ
い

て
 

・
避

難
場

所
が

少
な

い
 

・
耐

震
化

が
遅

い
 

・
川

の
堤

防
の

高
さ

が
低

い
 

・
神

田
瀬

川
が

あ
る

の
で

津
波

の
心

配
 

■
都

市
基

盤
 

・
狭

い
道

路
が

多
い

 

・
排

水
が

悪
い

（
大

雨
で

水
た

ま
り

）
 

・
下

水
道

の
整

備
 

・
蓬

来
橋

か
ら

南
道

、
通

学
道

、
日

開
野

に
抜

け
る

道
 

■
人

口
の

減
少

 

・
人

口
減

、
空

き
家

、
空

き
地

、
空

き
店

舗
 

・
他

地
域

か
ら

の
移

住
が

少
な

い
 

・
町

内
の

年
齢

が
高

齢
化

し
て

い
る

、
支

え
る

人
が

少
な

い
 

■
産

業
、

商
店

、
工

場
の

衰
退

 

・
シ

ャ
ッ

タ
ー

街
に

な
り

つ
つ

あ
る

中
心

地
 

・
工

場
が

減
少

（
東

洋
紡

・
徳

島
化

工
）

 

■
マ

ナ
ー

の
悪

さ
 

・
タ

バ
コ

、
缶

の
投

げ
捨

て
、

犬
の

フ
ン

な
ど

マ
ナ

ー
が

悪
い

 

・
川

に
ゴ

ミ
を

捨
て

る
人

が
い

る
 

■
防

犯
 

・
子

ど
も

を
守

る
パ

ト
ロ

ー
ル

が
な

い
 

・
街

灯
が

古
く

、
歩

行
者

が
危

険
 

■
人

が
集

ま
る

ま
ち

 
 

・
港

に
ラ

ー
メ

ン
街

を
つ

く
る

、
歩

行
者

天
国

 

・
つ

り
場

を
つ

く
る

 

・
廃

屋
を

利
用

し
て

テ
ー

マ
館

な
ど

で
人

集
め

 

・
二

条
通

り
に

ギ
ャ

ラ
リ

ー
ホ

ー
ル

を
つ

く
る

 

■
防

災
施

策
の

充
実

 

・
防

災
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
災

害
対

策
事

業
（

地
元

建
設

業
者

の
確

保
に

も
な

る
）

 

■
道

路
整

備
 

・
道

が
新

し
く

な
れ

ば
商

店
が

で
き

る
、

バ
イ

パ
ス

か
ら

の
道

を
、

日
ノ

峰
山

を
ト

ン
ネ

ル
で

抜
き

、
新

浜
へ

つ
な

ぐ
 

■
ま

ち
な

か
を

高
齢

者
が

楽
し

め
る

よ
う

な
ま

ち
 

・
高

齢
者

の
保

養
地

と
し

て
施

設
や

設
備

を
充

実
す

る
（

賭
博

場
、

温
水

プ
ー

ル
な

ど
建

設
）

 

■
土

地
利

用
に

取
り

組
む

 

・
借

地
が

多
い

の
で

新
築

が
進

ま
な

い
、

年
寄

り
の

住
み

や
す

い
集

合
住

宅
に

し
て

は
 

■
未

使
用

農
地

の
貸

出
（

活
用

）
 

・
農

地
の

有
効

利
用

（
貸

し
農

園
）

 

■
企

業
誘

致
 

・
小

工
場

の
誘

致
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

南
小

松
島

小
学

校
区

・
北

部
）

 
2
0
1
2
.7

.1
7

開
催

 
会

場
：

南
小

松
島

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

４
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
暮

ら
し

や
す

さ
 

・
交

通
ア

ク
セ

ス
（

Ｊ
Ｒ

、
徳

バ
ス

、
市

バ
ス

）
 

・
日

赤
病

院
を

は
じ

め
と

し
て

病
院

が
多

い
 

・
市

の
中

心
地

域
で

何
か

に
つ

け
便

利
 

・
田

畑
と

商
店

に
近

い
 

・
学

校
に

近
い

 

■
歴

史
的

な
祭

り
 

・
花

火
、

太
鼓

、
屋

台
 

・
横

須
の

祭
り

 

・
蛭

子
神

社
祭

礼
 

■
地

域
の

つ
な

が
り

 

・
地

域
の

つ
な

が
り

が
深

い
（

祭
り

、
防

災
、

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

）
 

・
自

主
防

災
活

動
を

一
緒

に
行

っ
て

い
る

 

■
食

べ
物

が
お

い
し

い
 

・
鱧

、
竹

ち
く

わ
、

フ
ィ

ッ
シ

ュ
カ

ツ
、

か
ま

ぼ
こ

な
ど

 

・
魚

が
新

鮮
、

お
い

し
い

 

■
景

観
 

・
横

須
海

岸
が

あ
り

、
自

然
豊

か
 

 

■
防

災
 

・
津

波
の

避
難

場
所

が
な

い
（

高
台

）
 

・
横

須
地

区
に

景
観

堤
防

を
（

金
磯

地
区

は
完

成
）

 

・
防

災
対

策
情

報
未

提
供

 

・
昔

の
津

波
、

経
験

分
か

ら
な

い
 

・
大

雨
で

道
路

が
冠

水
、

排
水

が
悪

い
 

・
避

難
道

路
の

拡
幅

 

■
都

市
基

盤
 

・
道

路
舗

装
が

悪
い

、
狭

い
 

・
通

学
路

が
狭

く
て

危
な

い
 

・
駅

周
辺

の
整

備
 

・
地

域
に

子
ど

も
が

遊
べ

る
広

場
、

公
園

が
な

い
 

・
競

輪
場

周
辺

の
整

備
（

道
路

、
ご

み
の

ポ
イ

捨
て

）
 

■
金

磯
ま

ち
づ

く
り

 

・
金

磯
ま

ち
づ

く
り

が
進

ん
で

い
な

い
 

・
市

の
条

例
で

排
水

・
道

路
の

負
担

金
が

い
る

 

■
若

い
人

が
少

な
い

 

・
企

業
が

少
な

い
（

働
き

口
が

少
な

い
）

 

・
横

須
の

ほ
う

に
人

が
流

れ
る

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
地

域
の

つ
な

が
り

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
 

■
防

犯
 

・
警

察
署

が
遠

く
へ

行
き

防
犯

上
不

安
 

■
ま

ち
づ

く
り

 

・
老

後
を

楽
し

く
安

全
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

 

・
駅

を
中

心
に

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

 

・
積

極
的

な
企

業
誘

致
（

有
名

な
店

な
ど

）
 

・
小

松
島

港
に

海
上

自
衛

隊
を

誘
致

 

・
横

須
海

岸
の

海
水

浴
場

の
復

活
 

・
海

釣
り

公
園

（
横

須
、

金
磯

海
岸

）
 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

 

・
津

波
避

難
タ

ワ
ー

を
つ

く
る

 

・
マ

ン
シ

ョ
ン

建
築

時
、

避
難

所
と

す
る

こ
と

を
条

件
に

市
が

一
定

額
補

助
 

・
横

須
町

に
避

難
場

所
を

３
箇

所
つ

く
っ

て
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

 

・
市

が
各

地
域

に
出

向
い

て
防

災
訓

練
講

座
を

開
催

 

■
競

輪
場

 

・
競

輪
の

繁
栄

で
税

収
ア

ッ
プ

 

・
ご

み
ポ

イ
捨

て
禁

止
条

例
の

制
定

 

■
若

い
人

が
定

住
で

き
る

ま
ち

 

・
働

き
口

の
確

保
 

・
地

主
さ

ん
の

土
地

問
題

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

と
人

の
つ

き
あ

い
を

深
め

高
齢

者
、

子
ど

も
に

や
さ

し
い

地
域

で
あ

り
た

い
 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

南
小

松
島

小
学

校
区

・
南

部
）

 
2
0
1
2
.7

.1
9

開
催

 
会

場
：

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
金

磯
会

館
 

参
加

者
数

：
２

４
名

 
班

数
：

３
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
景

観
 

・
横

須
海

岸
、

金
磯

海
岸

 

・
松

林
、

遊
歩

道
な

ど
海

岸
周

辺
 

・
芝

生
川

 

■
利

便
性

 

・
市

役
所

が
近

い
 

・
病

院
が

近
い

 

・
徳

島
市

が
近

い
 

■
魚

 

・
魚

（
鱧

）
が

う
ま

い
 

・
魚

市
場

が
近

い
 

・
魚

が
釣

れ
る

 

■
娯

楽
 

・
競

輪
場

 

・
パ

チ
ン

コ
店

 

・
釣

り
場

 

■
史

跡
 

・
義

経
の

ま
ち

 

・
弁

天
山

 

■
ひ

と
 

・
人

が
や

さ
し

い
 

■
イ

ベ
ン

ト
 

・
毎

年
お

盆
に

飛
鳥

Ⅱ
寄

港
（

１
万

ト
ン

岸
壁

）
 

 

■
道

路
 

・
道

路
が

狭
い

、
舗

装
の

劣
化

 

・
旧

国
道

と
バ

イ
パ

ス
を

結
ぶ

道
が

な
い

 

・
通

学
路

の
街

灯
が

な
い

、
自

転
車

道
の

整
備

 

■
排

水
 

・
水

路
が

未
改

良
、

下
水

道
の

未
整

備
、

臭
い

 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
雨

で
も

浸
か

る
 

・
排

水
路

が
草

だ
ら

け
 

■
防

災
 

・
台

風
、

津
波

の
際

の
避

難
場

所
が

な
い

 

・
災

害
時

に
連

絡
早

く
回

る
よ

う
に

 

■
金

磯
ま

ち
づ

く
り

 

・
問

題
を

あ
げ

て
も

通
っ

て
い

か
な

い
、

地
元

の
要

望
が

通
ら

な
い

 

・
整

備
基

金
の

説
明

が
な

く
、

う
や

む
や

に
な

っ
て

い
る

 

■
公

共
交

通
機

関
の

不
備

 

・
バ

ス
停

ま
で

遠
い

 

・
交

通
の

便
が

悪
い

 

■
産

業
・

商
業

の
衰

退
 

・
大

き
な

企
業

が
な

く
、

会
社

や
工

場
が

少
な

い
 

・
商

店
街

が
な

い
、

飲
食

店
が

少
な

い
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
住

民
の

一
体

感
が

感
じ

ら
れ

な
い

。
祭

り
が

な
く

な
っ

た
。

 

■
景

観
の

悪
化

 

・
海

や
芝

生
川

が
汚

い
 

■
こ

ん
な

ま
ち

に
 

・
福

祉
の

ま
ち

 

・
若

者
の

集
ま

る
ま

ち
、

人
が

集
ま

る
ま

ち
 

・
水

に
浸

か
ら

な
い

ま
ち

 

・
ご

み
の

な
い

ま
ち

 

・
安

心
し

て
住

め
る

だ
け

で
良

い
 

■
ま

ち
の

施
設

 

・
学

校
を

つ
く

る
、

大
学

の
誘

致
 

・
健

康
づ

く
り

の
施

設
が

あ
れ

ば
良

い
 

・
福

祉
や

娯
楽

の
施

設
な

ど
多

種
で

多
く

あ
れ

ば
良

い
 

・
港

公
園

を
充

実
さ

せ
る

 

■
自

然
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

・
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
ま

ち
 

・
海

、
川

が
き

れ
い

に
な

っ
た

ら
い

い
（

海
の

レ
ジ

ャ
ー

等
）

 

・
港

公
園

を
充

実
さ

せ
る

ま
ち

づ
く

り
 

■
イ

ベ
ン

ト
 

・
納

涼
大

会
、

子
ど

も
中

心
に

大
人

も
 

・
競

技
イ

ベ
ン

ト
（

ト
ラ

イ
ア

ス
ロ

ン
）

 

・
船

上
カ

ジ
ノ

 

■
幹

線
道

路
の

整
備

 

・
バ

イ
パ

ス
に

通
じ

る
大

き
な

道
が

あ
れ

ば
良

い
 

■
避

難
場

所
の

確
保

 

・
防

災
公

園
の

設
置

 

■
地

域
の

活
性

化
 

・
４

万
ト

ン
岸

壁
を

利
用

し
た

流
通

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

北
小

松
島

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
9

開
催

 
会

場
：

北
小

松
島

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

８
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
 

・
水

が
お

い
し

い
、

魚
が

旨
い

、
緑

が
多

い
 

・
海

（
小

神
子

）
、

山
（

日
ノ

峰
山

）
、

川
が

あ
る

 

・
川

に
鯉

が
た

く
さ

ん
い

る
 

・
花

み
ず

き
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

桜
が

き
れ

い
 

・
港

が
あ

り
景

色
が

良
い

 

■
住

み
よ

い
ま

ち
 

・
子

ど
も

の
安

全
を

見
守

る
人

が
い

る
（

登
下

校
時

）
 

・
ま

ち
全

体
が

静
か

で
生

活
し

や
す

い
 

・
何

を
す

る
に

も
近

く
に

役
所

や
買

い
物

、
病

院
が

あ
る

 

・
高

齢
者

が
買

い
物

に
行

け
る

 

・
地

域
の

つ
な

が
り

が
良

い
部

分
が

あ
る

 

■
教

育
施

設
・

福
祉

施
設

・
医

療
施

設
 

・
北

小
松

島
小

学
校

 

・
障

が
い

者
施

設
 

・
日

赤
が

あ
る

（
安

心
）

 

・
日

赤
の

後
を

引
き

継
ぐ

病
院

が
多

く
あ

る
 

■
公

園
・

ス
ポ

ー
ツ

施
設

 

・
市

営
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
テ

ニ
ス

、
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
 

・
た

ぬ
き

広
場

、
遊

歩
道

、
金

長
公

園
（

桜
）

 

■
防

災
に

強
い

地
域

 

・
近

く
に

日
ノ

峰
山

が
あ

り
、

散
歩

や
避

難
所

と
な

る
 

 

■
防

災
 

・
避

難
場

所
が

少
な

い
 

・
情

報
伝

達
（

放
送

）
が

な
い

 

・
防

潮
堤

が
低

く
、

管
理

者
が

不
明

 

・
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
提

示
公

開
（

自
由

に
見

れ
る

よ
う

に
）

 

・
避

難
時

（
山

、
ド

ラ
イ

ブ
ウ

ェ
イ

）
車

道
が

避
難

道
、

安
全

不
安

 

■
道

路
 

・
道

路
幅

が
狭

い
、

対
向

に
難

 

・
メ

イ
ン

の
道

は
整

備
さ

れ
て

い
る

が
一

本
中

に
入

れ
ば

未
整

備
 

・
子

ど
も

の
登

校
時

に
自

動
車

が
危

険
 

■
排

水
 

・
大

雨
時

の
水

は
け

の
不

安
 

・
雨

が
降

る
と

土
砂

が
よ

く
出

る
、

管
理

の
不

足
 

・
治

山
治

水
が

で
き

て
い

な
い

（
日

ノ
峰

山
）

 

■
夜

が
暗

い
 

・
公

共
の

街
灯

が
少

な
い

 

・
旧

日
赤

病
院

か
ら

北
側

 

■
少

子
化

 

・
子

ど
も

の
数

が
減

っ
て

い
る

 

・
若

い
人

が
少

な
く

な
っ

た
（

若
い

人
が

住
み

や
す

く
す

る
）

 

■
ま

ち
づ

く
り

 

・
若

い
人

の
市

政
参

加
が

少
な

い
 

・
障

が
い

者
に

と
っ

て
安

心
し

て
住

め
る

ま
ち

で
は

な
い

 

■
ご

み
回

収
 

・
粗

大
ご

み
の

収
集

に
高

齢
者

が
困

っ
て

い
る

 

■
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

 

・
若

い
人

が
住

み
つ

い
て

欲
し

い
（

若
い

人
の

特
権

を
つ

く
る

）
 

・
子

ど
も

を
含

め
て

安
心

の
で

き
る

安
全

な
地

域
づ

く
り

 

・
高

齢
者

の
交

通
を

確
保

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

・
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

あ
る

ま
ち

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

良
く

す
る

 

 ・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
が

い
っ

ぱ
い

い
る

ま
ち

 

・
地

区
へ

の
市

か
ら

の
補

助
 

・
ひ

と
り

暮
ら

し
で

も
楽

し
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

 

・
高

齢
者

と
子

ど
も

の
交

流
機

会
を

つ
く

る
 

■
自

然
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

 ・
花

み
ず

き
を

も
っ

と
増

や
す

、
ご

み
の

な
い

ま
ち

 

 ・
小

松
島

の
軽

井
沢

に
位

置
づ

け
て

ほ
し

い
 

・
自

然
（

山
）

を
活

か
し

た
く

つ
ろ

ぎ
の

地
域

 

■
道

路
整

備
 

 ・
国

道
・

県
道

か
ら

の
枝

道
が

便
利

な
ま

ち
 

・
子

育
て

に
や

さ
し

い
道

路
整

備
、

安
全

、
安

心
 

■
ま

ち
づ

く
り

の
方

法
 

・
市

民
が

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

続
け

る
仕

組
み

 

 ・
計

画
を

透
明

化
し

計
画

通
り

に
す

す
め

る
 

■
防

災
に

強
い

ま
ち

 

・
防

災
に

強
い

地
域

の
モ

デ
ル

に
な

る
 

■
企

業
に

よ
る

ま
ち

の
発

展
 

・
第

二
、

第
三

の
長

楽
苑

を
招

こ
う

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

千
代

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.2
0

開
催

 
会

場
：

千
代

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

５
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
生

活
し

や
す

い
、

便
利

 

・
交

通
の

便
が

良
い

（
Ｊ

Ｒ
中

田
駅

が
あ

る
）

 

・
徳

島
市

に
近

い
、

自
転

車
で

も
行

け
る

 

・
病

院
な

ど
福

祉
に

恵
ま

れ
て

い
る

 

・
大

型
店

も
で

き
交

通
も

ま
ず

ま
ず

便
利

な
ほ

う
で

あ
る

 

■
自

然
が

豊
か

 

・
市

街
地

で
あ

る
が

田
畑

も
残

り
、

ゆ
っ

た
り

し
た

ま
ち

 

・
川

、
山

、
田

園
 

・
地

下
水

が
き

れ
い

、
水

が
う

ま
い

 

■
災

害
に

強
い

面
も

あ
る

 

・
土

地
の

標
高

が
高

い
（

海
抜

３
．

５
ｍ

く
ら

い
）

 

・
台

風
時

の
風

当
た

り
が

少
な

い
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

が
強

い
 

・
協

力
的

で
理

解
が

あ
る

人
が

多
い

よ
う

に
思

う
 

・
人

と
人

と
の

和
、

ふ
れ

あ
い

（
絆

）
 

■
歴

史
的

な
祭

り
、

行
事

が
あ

る
 

・
秋

祭
り

に
み

こ
し

が
で

る
 

・
伝

統
の

あ
る

有
名

な
神

社
仏

閣
が

あ
る

良
地

域
で

あ
る

 

■
イ

ベ
ン

ト
 

・
み

な
と

ま
つ

り
、

阿
波

踊
り

、
花

火
大

会
 

・
花

火
師

サ
ン

タ
生

誕
地

 

■
和

の
心

、
信

仰
心

 

・
お

地
蔵

さ
ん

が
多

い
 

■
都

市
基

盤
整

備
 

・
道

路
が

狭
い

、
段

差
、

信
号

が
少

な
い

 

・
通

学
道

路
（

小
学

生
）

を
整

備
し

て
ほ

し
い

 

・
都

市
計

画
道

路
の

見
直

し
 

・
雨

水
対

策
が

必
要

 

・
水

路
の

維
持

管
理

（
下

水
道

が
な

い
な

ど
）

 

・
市

街
化

農
地

の
税

が
高

い
の

に
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

で
き

て
い

な
い

 

■
防

災
面

の
不

安
 

・
土

砂
災

害
の

危
険

が
あ

る
 

・
避

難
場

所
の

確
保

が
で

き
て

い
な

い
 

■
特

産
物

が
な

い
 

・
特

に
良

い
産

物
が

な
い

の
で

地
域

を
悪

く
し

て
い

る
 

■
Ｐ

Ｒ
不

足
 

・
郷

土
の

伝
統

平
和

産
業

、
阿

波
花

火
を

知
ら

な
い

。
広

報
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
希

薄
に

な
っ

て
き

て
い

る
 

・
昔

と
違

っ
て

町
内

グ
ル

ー
プ

が
無

く
、

人
間

関
係

が
希

薄
 

■
行

事
の

減
少

 

・
祭

り
な

ど
廃

れ
つ

つ
あ

る
、

伝
統

行
事

を
も

っ
と

大
切

に
す

べ
き

 

■
産

業
、

商
業

の
衰

退
 

・
空

き
家

が
増

加
し

、
地

価
も

低
下

傾
向

が
顕

著
 

■
少

子
高

齢
化

 

・
高

齢
者

世
帯

が
多

く
、

小
学

生
等

が
少

な
い

（
地

区
内

の
奉

仕
活

動
も

不
十

分
）

 

■
防

犯
 

・
街

灯
を

多
く

 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
防

災
設

備
、

地
震

警
報

の
広

報
、

マ
イ

ク
放

送
 

・
防

災
避

難
所

の
確

保
 

・
日

ノ
峰

山
一

体
を

大
公

園
に

 

■
住

宅
地

と
し

て
の

発
展

 

・
土

地
の

標
高

が
高

い
の

で
住

宅
地

と
し

て
い

い
 

・
他

の
ま

ち
か

ら
も

き
て

ほ
し

い
 

■
土

地
の

有
効

利
用

か
ら

ま
ち

づ
く

り
 

・
人

口
が

減
る

の
で

立
ち

退
い

た
土

地
を

公
園

な
ど

の
地

区
の

遊
び

場
に

す
る

 

・
住

宅
地

と
商

業
地

の
区

分
け

 

■
安

全
で

安
心

で
き

る
笑

い
声

の
絶

え
な

い
国

際
的

な
ま

ち
づ

く
り

 

・
安

全
で

住
み

よ
い

ま
ち

に
し

た
い

 

・
外

国
人

と
仲

良
く

。
千

代
は

国
際

的
な

ま
ち

を
め

ざ
そ

う
 

■
働

け
る

ま
ち

 

・
若

い
元

気
な

人
が

働
け

る
場

 

■
便

利
な

ま
ち

 

・
大

型
店

舗
来

て
ほ

し
い

 

■
農

業
か

ら
の

ま
ち

づ
く

り
 

・
農

と
い

え
る

優
食

人
種

を
増

や
す

 

■
情

報
キ

ャ
ッ

チ
の

意
識

 

・
市

民
の

情
報

を
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

行
政

 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

児安・芝田地域 

○児安小学校区 

○芝田小学校区 



ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

児
安

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
8

開
催

 
会

場
：

児
安

公
民

館
 

参
加

者
数

：
２

７
名

 
班

数
：

３
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
 

・
水

が
き

れ
い

で
お

い
し

い
 

・
ほ

た
る

が
い

る
 

・
昔

な
が

ら
の

の
ど

か
な

風
景

 

・
山

、
川

が
あ

り
自

然
に

恵
ま

れ
て

い
る

 

・
石

垣
用

水
 

・
清

浄
ヶ

池
 

■
住

み
よ

い
ま

ち
 

・
県

都
に

近
い

 

・
買

い
物

に
行

く
の

が
町

に
近

い
 

・
静

か
で

あ
る

 

・
北

へ
南

へ
移

動
に

最
適

 

・
車

の
通

行
量

も
朝

を
除

き
少

な
く

静
か

 

■
農

業
 

・
お

米
が

お
い

し
い

 

・
田

ん
ぼ

が
多

い
 

■
歴

史
 

・（
新

居
見

遺
跡

）
古

墳
 

・
高

瀬
船

（
勝

浦
町

横
瀬

～
佐

古
）

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
良

い
人

柄
の

人
が

多
い

 

■
通

学
路

、
道

路
 

・
県

道
小

松
島

佐
那

河
内

線
の

交
通

対
策

 

・
道

が
狭

い
、

歩
道

な
し

、
子

ど
も

が
通

学
し

て
い

て
危

険
 

・
ダ

ン
プ

が
走

り
す

ぐ
に

穴
が

あ
く

 

・
４

ｍ
道

路
（

市
道

）
、

対
面

交
通

、
簡

易
舗

装
、

未
舗

装
 

■
水

路
整

備
 

・
川

に
草

が
多

く
生

え
て

水
の

流
れ

が
悪

い
 

・
石

垣
破

壊
、

修
復

が
そ

れ
ぞ

れ
 

・
下

水
が

な
い

 

・
雨

水
排

水
対

策
 

■
河

川
整

備
 

・
防

災
関

係
で

西
原

堰
の

老
朽

化
 

・
河

川
道

路
の

整
備

が
不

足
 

・
勝

浦
川

の
強

化
、

防
災

対
策

 

・
昔

の
ま

ま
の

箇
所

が
あ

り
危

険
 

■
少

子
化

 

・
子

ど
も

が
少

な
く

な
っ

た
 

・
子

ど
も

の
遊

ぶ
場

所
が

な
い

 

■
交

通
機

関
 

・
公

共
交

通
不

便
 

■
商

店
 

・
店

が
無

く
不

便
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
疎

遠
、

人
づ

き
あ

い
が

難
し

く
な

っ
た

 

■
地

域
住

民
が

安
心

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

 

・
ホ

タ
ル

の
い

る
静

か
な

ま
ち

で
い

て
ほ

し
い

 

・
ラ

ン
ニ

ン
グ

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
ほ

し
い

 

・
防

犯
活

動
に

力
を

入
れ

る
 

・
自

然
公

園
が

あ
る

ま
ち

 

・
子

ど
も

が
多

い
ま

ち
 

・
子

ど
も

が
安

心
し

て
住

め
る

ま
ち

 

・
防

災
堤

防
の

補
強

で
安

全
な

ま
ち

 

■
道

路
 

・
県

道
小

松
島

佐
那

河
内

線
の

整
備

 

・
地

域
住

民
が

安
心

で
き

る
道

路
づ

く
り

 

■
農

業
振

興
 

・
ほ

場
整

備
 

・
農

業
の

発
展

と
か

特
産

品
開

発
 

■
地

域
の

憩
い

の
場

 

・
水

を
活

か
し

た
公

園
を

つ
く

る
 

・
焼

却
炉

を
利

用
し

、
温

泉
を

つ
く

る
 

■
大

都
会

と
の

交
流

 

・
都

市
と

の
交

流
 

■
Ｉ

Ｔ
 

・
企

業
の

立
地

、
Ｉ

Ｔ
企

業
 

■
日

本
一

の
ま

ち
づ

く
り

 

・
日

本
一

の
も

の
を

つ
く

っ
て

ほ
し

い
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

芝
田

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
7

開
催

 
会

場
：

芝
田

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

１
名

 
班

数
：

１
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
 

・
緑

豊
か

 

・
水

が
豊

富
、

水
が

き
れ

い
 

・
山

に
沈

む
夕

日
が

絶
品

 

・
星

が
き

れ
い

 

・
野

鳥
が

多
い

 

・
里

山
が

近
い

 

・
田

園
風

景
が

良
い

 

■
文

化
・

歴
史

 

・
十

八
番

札
所

 
恩

山
寺

（
歴

史
あ

る
三

番
そ

う
が

続
い

て
い

る
）

 

・
無

形
文

化
財

の
踊

り
 

・
源

平
史

跡
（

日
本

一
大

き
い

義
経

像
が

あ
る

）
 

■
交

通
 

・
県

庁
か

ら
車

で
２

０
分

 

・
交

通
の

便
が

よ
い

 

■
食

品
・

食
料

 

・
た

け
の

こ
 

・
阿

波
牛

（
肉

牛
）

 

■
教

育
 

・
小

学
校

が
あ

る
 

・
そ

ろ
ば

ん
塾

の
発

祥
 

■
河

川
 

・
河

川
は

あ
る

が
、

ほ
た

る
が

住
め

な
い

 

・
河

川
の

早
期

改
修

 

・
水

害
対

策
 

・
水

の
流

れ
が

悪
い

 

■
山

の
保

全
 

・
竹

林
で

山
の

動
物

が
農

地
に

下
り

て
く

る
の

が
困

る
 

・
山

が
竹

林
化

し
て

い
る

（
広

葉
樹

が
少

な
い

）
 

・
竹

林
で

自
然

災
害

が
心

配
 

■
道

路
 

・
二

車
線

道
路

が
な

い
 

・
街

灯
が

少
な

い
（

道
路

が
暗

い
）

 

・
高

速
道

路
で

大
き

く
変

わ
っ

て
し

ま
う

不
安

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

口
、

若
者

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
 

・
個

人
個

人
は

良
い

人
だ

が
集

団
に

な
る

と
人

が
変

わ
る

 

・
閉

鎖
的

（
人

間
関

係
）

で
あ

る
 

■
後

継
者

不
足

 

・
２

０
年

先
の

地
域

の
姿

が
不

安
、

計
画

が
な

い
 

・
２

０
年

後
に

は
農

業
生

産
が

ど
う

な
っ

て
い

る
か

（
や

り
手

不
足

）
 

■
高

齢
者

に
と

っ
て

遠
い

買
い

物
 

・
公

共
交

通
不

便
（

バ
ス

の
便

が
悪

い
な

ど
）

 

・
買

い
物

に
不

便
 

■
子

ど
も

が
地

域
で

残
れ

る
よ

う
な

場
を

 

・
早

く
小

学
校

の
位

置
を

決
定

す
る

 

・
教

育
関

係
の

誘
致

 

・
地

元
に

雇
用

の
場

が
ほ

し
い

 

・
子

ど
も

の
た

め
の

公
園

 

・
住

宅
地

を
多

く
す

る
 

■
農

業
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

・
義

経
像

や
伝

承
を

利
用

し
た

市
場

づ
く

り
 

・
休

耕
地

を
利

用
し

た
市

民
農

園
 

・
農

業
、

野
菜

の
団

地
化

を
進

め
る

 

・
農

業
法

人
を

増
や

し
て

若
い

人
の

就
労

を
増

や
す

 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
自

然
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
防

災
公

園
兼

自
然

公
園

、
避

難
場

所
 

・
地

震
災

害
に

強
い

地
の

利
を

活
か

し
た

ま
ち

 

■
自

然
 

・
清

流
を

残
し

て
い

き
た

い
 

・
自

然
が

残
っ

て
い

る
ま

ち
 

■
予

防
医

療
の

ま
ち

 

・
日

赤
を

核
と

し
た

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

 

・
予

防
医

療
に

役
立

て
る

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

 

（
勢

合
～

新
居

見
、

竹
林

散
歩

）
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

坂野・和田島・新開地域 

○坂野小学校区 

○和田島小学校区 

○新開小学校区 



ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

坂
野

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
3

開
催

 
会

場
：

坂
野

公
民

館
 

参
加

者
数

：
２

１
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
住

み
よ

い
ま

ち
 

・
徳

島
に

割
と

近
い

 

・
静

か
で

の
ど

か
な

農
村

地
帯

 

・
工

場
が

な
く

、
空

気
が

き
れ

い
 

・
治

安
が

良
い

 

■
自

然
環

境
・

農
産

物
 

・
海

あ
り

、
平

野
あ

り
、

山
あ

り
 

・
お

米
 

・
野

菜
（

ト
マ

ト
、

キ
ュ

ウ
リ

）
 

■
行

事
 

・
子

ど
も

の
運

動
会

と
町

民
運

動
会

を
合

同
で

開
催

し
て

い
る

 

・
地

域
の

祭
り

が
残

っ
て

い
る

 

・
学

校
の

運
動

場
を

開
放

し
て

い
る

 

■
教

育
・

子
育

て
 

・
子

ど
も

の
い

る
家

庭
が

多
い

 

・
少

年
野

球
チ

ー
ム

が
あ

る
 

■
ま

ち
の

整
備

 

・
通

路
が

良
く

な
り

つ
つ

あ
る

 

・
水

道
の

整
備

が
で

き
て

い
る

 

■
災

害
に

強
い

地
域

 

・
災

害
の

被
害

が
少

な
い

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

柄
が

良
く

、
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

が
深

い
 

 

■
ま

ち
の

発
展

 

・
調

整
区

域
な

の
で

宅
地

化
が

し
づ

ら
く

人
口

が
増

え
な

い
 

・
住

居
の

区
画

整
理

に
よ

り
見

た
目

を
美

し
く

す
れ

ば
い

い
 

・
子

ど
も

が
少

な
く

人
口

が
減

少
 

・
企

業
が

少
な

く
雇

用
の

場
が

な
い

 

■
ま

ち
の

整
備

 

・
通

学
路

が
危

な
い

 

・
用

排
水

路
の

改
善

、
下

水
道

が
な

い
 

・
公

園
と

街
灯

が
少

な
い

 

■
学

校
 

・
小

中
学

校
の

設
備

改
善

、
耐

震
化

 

・
学

校
統

合
は

し
な

い
で

ほ
し

い
 

■
農

業
振

興
 

・
地

場
産

業
の

育
成

が
必

要
 

・
朝

市
の

開
催

な
ど

農
家

の
協

力
体

制
の

強
化

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
結

婚
活

動
支

援
が

必
要

 

・
町

内
会

等
の

組
織

の
充

実
が

必
要

 

■
自

然
災

害
 

・
雨

が
降

る
と

水
が

す
ぐ

に
た

ま
る

 

・
津

波
に

弱
い

（
避

難
場

所
、

避
難

路
が

な
い

）
 

■
公

共
交

通
 

・
市

バ
ス

の
ル

ー
ト

、
便

数
改

善
、

市
バ

ス
を

や
め

な
い

で
 

■
安

全
安

心
 

・
津

波
で

心
配

の
な

い
ま

ち
 

・
防

災
施

設
の

充
実

 

・
安

全
、

快
適

、
歩

き
な

が
ら

話
が

で
き

る
 

■
自

然
、

農
業

 

・
有

機
農

業
（

無
農

薬
）

 

・
美

し
い

自
然

と
調

和
し

た
ま

ち
 

・
豊

か
な

田
園

風
景

を
残

し
た

い
 

■
人

口
増

加
、

経
済

 

・
企

業
誘

致
、

商
業

施
設

誘
致

、
植

物
工

場
誘

致
 

・
農

地
を

宅
地

化
、

ベ
ッ

ド
タ

ウ
ン

推
進

 

・
若

者
が

希
望

を
持

っ
て

住
め

る
ま

ち
（

地
域

雇
用

）
 

■
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

 

・
高

齢
者

の
住

み
や

す
い

場
所

の
あ

る
ま

ち
 

・
団

地
住

宅
を

増
や

す
な

ど
住

宅
地

域
に

 

■
地

域
の

学
校

の
必

要
性

 

・
地

元
に

学
校

が
あ

り
、

歩
い

て
通

学
 

・
人

材
育

成
の

総
合

的
教

育
機

関
 

■
公

共
交

通
 

・
市

バ
ス

に
ど

こ
で

も
乗

れ
る

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
）

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
地

域
の

祭
り

が
充

実
し

人
々

が
深

い
交

流
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

和
田

島
小

学
校

区
）

 
2
0
1
2
.7

.2
0

開
催

 
会

場
：

和
田

島
公

民
館

 
参

加
者

数
：

８
名

 
班

数
：

１
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
環

境
が

良
く

住
み

や
す

い
 

・
歩

行
者

、
自

転
車

目
線

で
楽

し
め

る
環

境
 

・
海

が
近

く
釣

り
に

行
け

る
 

・
高

齢
者

に
便

利
な

交
通

が
あ

る
（

路
線

バ
ス

）
 

・
４

万
ト

ン
付

近
は

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
最

適
 

・
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

下
水

の
完

備
 

・
車

の
事

故
が

少
な

い
 

・
静

か
な

ま
ち

 

・
野

球
場

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
あ

る
（

あ
い

さ
い

緑
地

）
 

・
海

岸
道

路
が

と
て

も
景

色
が

き
れ

い
（

海
岸

線
）

 

■
海

産
物

が
お

い
し

い
 

・
釜

揚
げ

が
お

い
し

い
 

・
ア

ジ
、

サ
バ

の
釣

り
が

楽
し

め
る

海
の

環
境

 

■
漁

業
・

農
業

 
 

・
漁

業
が

さ
か

ん
（

バ
ッ

チ
網

漁
船

が
県

下
一

の
数

）
 

・
農

業
が

さ
か

ん
 

■
防

災
・

耐
震

、
防

災
の

安
心

感
が

あ
る

 

・
耐

震
強

化
岸

壁
「

赤
石

埠
頭

」
 

・
道

路
（

幹
線

）
が

広
い

 

■
自

衛
隊

が
あ

る
 

 

・
目

印
、

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

と
し

て
の

自
衛

隊
 

・
財

政
の

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
住

民
の

き
ず

な
が

深
い

 

■
都

市
基

盤
 

・
道

路
が

悪
い

（
舗

装
劣

化
）

 

 
・

交
通

の
弱

点
が

存
在

（
太

田
橋

に
一

点
集

中
な

ど
）

 

 
・

再
度

フ
ェ

リ
ー

ポ
ー

ト
を

発
着

し
て

ほ
し

い
 

 
・

排
水

が
悪

い
た

め
悪

臭
、

腐
敗

臭
 

 
・

和
田

島
坂

野
線

の
用

水
路

は
ご

み
が

多
く

困
っ

て
い

る
 

■
地

域
活

性
化

 

 
・

ふ
れ

あ
い

と
イ

ベ
ン

ト
が

な
い

 

 
・

イ
ベ

ン
ト

の
空

間
、

予
算

が
な

い
 

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
知

ら
れ

て
い

な
い

（
市

の
協

力
が

ほ
し

い
）

 

 
・

働
く

会
社

が
少

な
い

 

 
・

地
場

産
業

が
振

る
わ

な
い

（
漁

業
）

 

 
・

飲
食

店
が

ほ
と

ん
ど

な
い

 
 

■
防

災
対

策
 

 
・

高
台

が
少

な
い

、
避

難
場

所
が

少
な

い
（

津
波

）
 

 
・

津
波

に
自

衛
隊

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

あ
る

か
心

配
 

 
・

防
潮

堤
が

古
い

（
防

災
・

津
波

が
心

配
）

 

 
・

防
災

視
点

で
道

路
が

未
整

備
、

バ
イ

パ
ス

化
（

道
路

の
建

設
）

 

 
・

浸
水

が
多

い
 

 

■
交

通
が

不
便

 

 
・

バ
ス

の
運

行
が

２
時

間
に

１
回

 

 
・

駅
か

ら
遠

い
、

駅
ま

で
の

交
通

手
段

 

 
・

高
齢

者
の

方
の

買
い

物
が

不
便

 

■
和

田
島

の
北

部
に

つ
い

て
通

信
が

難
し

い
 

 
・

遠
見

で
は

携
帯

が
つ

な
が

り
に

く
い

 

■
和

田
島

の
特

性
を

活
か

し
た

ヒ
ト

モ
ノ

づ
く

り
 

 
・

景
観

美
を

県
外

に
Ｐ

Ｒ
 

 
 ・

新
し

い
海

洋
事

業
、

観
光

事
業

の
開

発
 

 
・

レ
ジ

ャ
ー

船
の

係
留

で
活

性
化

で
き

る
 

 
・

貯
木

場
の

有
効

利
用

 

 
・

漁
業

と
観

光
の

共
存

共
栄

化
 

・
産

直
レ

ス
ト

ラ
ン

、
産

直
市

場
 

■
防

災
の

ま
ち

づ
く

り
 

 
・

災
害

の
心

配
が

少
な

い
海

が
近

い
ま

ち
 

 
・

災
害

に
強

い
ま

ち
 

 
・

防
災

タ
ワ

ー
を

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

に
し

た
ま

ち
 

 
・

海
岸

沿
い

に
防

災
タ

ワ
ー

を
設

置
 

■
水

産
業

、
農

業
の

ま
ち

づ
く

り
 

 
・

漁
業

、
農

業
を

活
用

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

 
・

６
次

産
業

化
（

き
ず

な
を

活
か

し
て

）
 

■
子

育
て

 

 
・

子
ど

も
が

多
く

集
ま

れ
る

場
所

づ
く

り
 

 
・

子
育

て
世

代
の

増
加

 

■
ま

ち
づ

く
り

の
方

法
 

 
・

人
の

力
を

集
結

し
た

ら
も

っ
と

伸
び

る
（

協
働

）
 

 
・

ま
ち

づ
く

り
の

話
し

合
い

が
続

く
こ

と
が

大
切

 

■
高

齢
者

に
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

 

 
・

高
齢

者
の

移
動

手
段

が
大

切
（

循
環

型
バ

ス
）

 

 
・

公
営

バ
ス

の
小

型
化

 

 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

新
開

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
2

開
催

 
会

場
：

新
開

公
民

館
 

参
加

者
数

：
２

７
名

 
班

数
：

４
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
交

通
・

利
便

性
 

・
バ

イ
パ

ス
が

近
く

に
あ

り
、

移
動

が
で

き
る

 

・
Ｊ

Ｒ
の

赤
石

駅
が

近
く

に
あ

る
 

・
買

い
物

な
ど

が
便

利
に

な
っ

て
い

る
 

・
市

バ
ス

が
通

っ
て

い
る

 

・
陸

路
、

水
路

、
空

路
が

便
利

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
何

か
あ

る
と

小
学

校
に

集
ま

る
 

・
住

民
の

絆
が

強
い

 

・
誰

と
で

も
話

が
で

き
る

 

・
昔

か
ら

農
家

が
多

い
 

■
自

然
 

・
海

、
山

、
風

景
良

し
 

・
田

園
風

景
が

よ
い

 

・
緑

が
多

い
 

・
水

が
旨

い
 

■
食

品
、

食
材

 

・
良

質
の

ち
り

め
ん

、
わ

か
め

は
種

類
が

多
い

 

・
魚

、
肉

、
野

菜
、

何
で

も
手

に
入

る
 

・
農

作
物

（
特

に
お

米
）

が
美

味
し

い
 

■
学

校
・

施
設

 

・
い

つ
で

も
利

用
で

き
る

 

・
赤

石
に

体
育

館
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
が

あ
る

 

■
企

業
 

・
大

き
な

企
業

あ
る

（
工

場
等

）
 

・
コ

ン
テ

ナ
ヤ

ー
ド

が
あ

り
、

輸
出

・
輸

入
で

市
財

政
に

貢
献

し
て

い
る

 

■
自

然
災

害
 

・
高

台
に

新
た

な
宅

地
を

作
る

 

・
新

耐
震

に
ダ

メ
（

新
開

小
学

校
）

 

・
避

難
場

所
が

な
い

 

・
堤

防
が

な
い

（
赤

石
港

か
ら

和
田

島
港

ま
で

）
 

・
遊

水
池

が
少

な
い

 

・
最

近
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

は
、

住
宅

地
は

水
没

し
て

し
ま

う
 

・
現

在
の

市
街

化
地

域
に

家
を

建
て

る
か

？
（

震
災

、
津

波
）

 

■
都

市
基

盤
 

・
昔

か
ら

の
街

並
み

で
イ

ン
フ

ラ
等

の
整

備
が

で
き

て
い

な
い

 

・
用

水
路

の
排

水
が

悪
い

 

・
下

水
道

の
整

備
 

・
県

道
、

市
道

の
拡

幅
 

・
歩

道
の

高
低

差
（

車
の

進
入

路
）

が
あ

る
 

・
通

学
路

が
狭

く
、

危
険

 

■
線

引
き

 

・
線

引
き

を
見

直
し

 

・
都

市
計

画
そ

の
も

の
の

見
直

し
（

抜
本

的
に

）
 

・
市

街
化

調
整

区
域

で
の

問
題

が
あ

る
（

税
金

面
、

住
宅

が
で

き
な

い
）

 

■
交

通
 

・
バ

ス
の

本
数

が
少

な
い

し
 

・
市

営
バ

ス
が

廃
止

さ
れ

た
ら

移
動

手
段

が
な

く
な

る
 

■
ま

ち
の

施
設

 

・
景

観
が

壊
れ

る
た

め
必

要
が

な
い

 

・
新

設
の

同
種

の
商

業
施

設
が

多
い

 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

 

・
情

報
が

多
い

（
環

境
）

 

・
計

画
の

見
直

し
（

津
波

に
つ

か
る

）
 

・
避

難
シ

ェ
ル

タ
ー

（
地

下
）

 

・
赤

石
山

を
開

発
し

て
、

市
役

所
、

消
防

署
、

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

建
設

 

・
津

波
避

難
タ

ワ
ー

の
設

置
 

・
住

宅
地

を
新

た
に

高
台

に
つ

く
る

 

・
人

の
つ

な
が

り
を

活
か

し
、

助
け

合
い

や
協

力
で

き
る

ま
ち

 

■
活

気
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
 

・
若

い
人

が
地

域
に

関
心

を
持

つ
イ

ベ
ン

ト
 

・
各

町
内

で
シ

ン
ボ

ル
を

設
置

 

・
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

明
る

い
ま

ち
 

・
住

み
や

す
く

人
が

集
ま

っ
て

く
る

地
域

 

■
誘

致
 

・
企

業
誘

致
 

・
一

流
大

学
（

教
育

機
関

）
の

誘
致

 

・
集

客
力

の
あ

る
商

業
施

設
の

誘
致

 

・
開

発
可

能
な

地
域

に
し

て
も

ら
い

た
い

 

■
港

湾
整

備
 

・
港

の
整

備
と

有
効

利
用

に
よ

る
活

性
化

 

・
赤

石
港

の
整

備
（

ヨ
ッ

ト
、

プ
レ

ジ
ャ

ー
等

）
 

■
自

然
 

・
自

然
と

調
和

の
と

れ
た

ま
ち

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

立江・櫛渕地域 

○立江小学校区 

○櫛渕小学校区 



ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

立
江

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
2

開
催

 
会

場
：

立
江

公
民

館
 

参
加

者
数

：
９

名
 

班
数

：
１

班
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
地

域
の

シ
ン

ボ
ル

（
歴

史
、

文
化

）
 

・
八

十
八

箇
所

の
札

所
立

江
寺

 

・
立

江
寺

の
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
 

・
筒

花
火

、
花

火
工

場
 

・
秋

葉
神

社
の

天
狗

し
ば

き
 

■
自

然
が

あ
る

 

・
た

け
の

こ
（

竹
）

 

・
公

民
館

前
の

春
の

桜
 

・
稲

作
 

■
特

産
品

 

・
や

ま
も

も
 

・
椎

茸
工

場
 

■
公

園
・

散
歩

道
 

・
立

江
川

親
水

公
園

、
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
立

江
 

・
ミ

ニ
八

十
八

箇
所

 

■
人

が
集

ま
る

 

・
J
A

あ
い

さ
い

広
場

（
産

直
市

）
 

・
病

院
が

た
く

さ
ん

あ
る

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
子

ど
も

の
笑

顔
 

・
人

間
性

が
良

い
 

■
都

市
基

盤
 

・
道

幅
が

狭
い

（
歩

道
、

商
店

街
、

さ
ぎ

橋
た

も
と

な
ど

）
 

・
下

水
道

の
整

備
 

・
案

内
板

が
な

い
（

少
な

い
）

 

・
公

園
で

遊
ぶ

も
の

が
な

い
 

■
衰

退
 

・
少

子
高

齢
化

 

・
学

校
統

合
で

子
ど

も
の

こ
れ

か
ら

が
心

配
 

・
若

い
人

が
い

な
く

な
る

 

・
人

が
寄

る
よ

う
な

施
設

が
ほ

し
い

（
住

宅
、

学
校

）
 
  

・
店

が
遠

く
、

商
店

が
ほ

し
い

（
小

型
マ

ー
ケ

ッ
ト

）
 

■
安

心
安

全
（

防
災

・
防

犯
）

 

・
橋

（
さ

ぎ
橋

）
が

古
い

。
早

く
架

け
替

え
を

 

・
洪

水
に

な
る

 

・
街

灯
が

少
な

く
暗

い
。

夜
の

ま
ち

な
み

が
暗

い
 

■
バ

ス
 

・
市

バ
ス

は
小

型
バ

ス
で

良
い

と
思

う
 

・
ル

ー
ト

と
行

き
た

い
所

が
合

っ
て

い
な

い
 

■
土

地
利

用
 

・
規

制
緩

和
を

し
て

ほ
し

い
（

農
地

転
用

）
 

 

■
便

利
で

住
み

よ
い

ま
ち

 

・
高

齢
者

が
住

み
よ

い
ま

ち
（

病
院

、
食

料
品

店
が

あ
る

）
 

・
総

合
型

大
型

店
舗

誘
致

 

・
小

中
学

校
、

役
所

、
郵

便
局

、
農

協
、

公
民

館
を

残
し

て
ほ

し
い

 

・
高

齢
者

と
子

ど
も

が
遊

べ
る

ま
ち

 

・
子

ど
も

が
安

心
し

て
遊

べ
る

ま
ち

 

・
高

齢
者

が
住

み
よ

く
観

光
客

が
寄

っ
て

く
れ

る
ま

ち
（

脇
町

の
う

だ
つ

の
ま

ち
）

 

■
今

あ
る

も
の

を
活

か
す

 

・
き

れ
い

な
田

舎
 

・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
で

み
ん

な
が

知
り

合
い

 

・
寺

を
中

心
と

し
て

楽
し

め
る

ま
ち

 

・
昔

か
ら

の
知

恵
や

工
作

物
を

伝
え

る
 

■
外

か
ら

の
人

 

・
県

外
の

人
が

楽
し

め
る

ま
ち

 

・
多

く
の

人
が

交
流

で
き

る
ま

ち
 

・
お

遍
路

さ
ん

に
安

心
さ

れ
る

ま
ち

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

櫛
渕

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
3

開
催

 
会

場
：

櫛
渕

公
民

館
 

参
加

者
数

：
９

名
 

班
数

：
１

班
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
・

農
産

物
 

・
豊

か
な

風
景

、
自

然
環

境
（

山
、

川
、

田
）

 

・
四

季
を

通
じ

て
特

産
物

が
豊

か
 

・
空

気
が

お
い

し
い

 

・
鳥

が
多

い
 

・
竹

、
竹

林
、

た
け

の
こ

 

・
竹

チ
ッ

プ
（

有
機

農
業

用
資

材
・

竹
炭

利
用

）
 

・
農

作
物

（
生

し
い

た
け

、
お

米
、

や
ま

も
も

、
く

だ
も

の
）

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

情
が

厚
い

 

・
穏

和
な

気
質

 

・
豊

か
な

人
間

性
 

・
長

寿
 

・
教

育
熱

心
 

・
小

学
校

の
児

童
が

あ
い

さ
つ

を
よ

く
し

て
く

れ
る

 

・
櫛

渕
青

年
団

の
歌

が
あ

る
 

■
す

ば
ら

し
い

歴
史

 

・
神

社
（

清
水

）
 

・
祭

り
が

多
い

 

・
敬

義
祭

（
三

世
帯

交
流

）
 

 

■
利

便
性

 

・
学

校
が

な
く

な
っ

て
い

く
 

・
街

灯
が

な
く

夜
道

が
暗

い
 

・
雨

が
降

る
と

大
変

、
排

水
が

不
十

分
 

・
光

ケ
ー

ブ
ル

が
な

い
、

情
報

化
が

遅
い

 

・
病

院
が

な
い

 

・
買

い
物

が
不

便
（

羽
ノ

浦
が

一
番

近
い

）
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
若

者
達

と
の

交
流

が
な

い
 

・
若

者
の

集
い

の
場

が
な

い
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
精

神
が

薄
い

、
人

材
が

少
な

い
 

・
公

民
館

の
活

動
を

知
ら

せ
て

 

・
サ

ー
ク

ル
が

な
い

 

■
少

子
高

齢
化

 

・
子

ど
も

が
少

な
い

 

・
晩

婚
化

 

・
独

居
老

人
が

多
い

 

■
自

然
環

境
の

整
備

 

・
マ

ム
シ

、
ハ

ミ
が

い
る

 

・
休

耕
田

の
管

理
が

不
十

分
（

イ
ノ

シ
シ

、
シ

カ
）

 

・
山

の
保

水
力

が
足

り
な

い
 

■
巡

回
バ

ス
が

必
要

 

・
交

通
の

便
が

悪
い

（
バ

ス
）

 

■
自

然
・

農
産

物
を

活
か

す
 

・
自

然
環

境
を

維
持

し
た

農
業

を
中

心
と

し
た

活
力

あ
る

ま
ち

 

・
菌

床
し

い
た

け
日

本
一

の
地

区
を

利
用

 

・
バ

イ
パ

ス
沿

い
に

桜
並

木
 

・
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
す

る
南

斜
面

 

・
農

産
物

の
加

工
 

・
櫛

渕
に

産
直

市
 

・
第

一
次

産
業

と
し

て
有

機
農

法
を

す
る

 

■
少

子
高

齢
化

対
策

 

・
人

口
増

 

・
若

者
の

ま
ち

 

・
晩

婚
・

非
婚

を
な

く
す

 

・
子

ど
も

が
多

く
な

っ
て

活
気

が
出

る
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
花

の
あ

る
集

い
の

場
づ

く
り

 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

よ
る

安
全

安
心

な
ま

ち
 

・
健

康
づ

く
り

を
櫛

渕
で

 

■
人

材
を

活
か

す
ま

ち
 

・
人

材
バ

ン
ク

を
つ

く
る

 

・
退

職
し

た
人

が
次

の
世

代
に

伝
え

て
い

く
 

■
情

報
の

発
信

 

・
ブ

ロ
グ

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

つ
く

っ
て

櫛
渕

を
紹

介
 

 
 

・
他

の
ま

ち
か

ら
の

移
住

 
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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資料 4 用語解説 
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あ   
I ターン・Uターン 生まれ育った出身地と居住地との関係を表す言葉。「Iターン」は出身地

に関係のない地域に居住することを指し、「Uターン」は出身地を進学や

就職で離れた人が再び出身地に帰ってきて居住することを指す。他に、

出身地を進学や就職で離れた後、出身地の近隣地域などに居住すること

を指す「Jターン」もある。 

インターチェンジ（IC） 高速道路や自動車専用道路の出入口。 

屋外広告物 常時又は一定の期間継続して、屋外で公衆に表示される看板、立看板、

広告塔、広告板又は建物等に掲出、表示されたもの。 

 

か   
ガントリークレーン 港湾の岸壁に設置され、コンテナ等の貨物の積み卸しを行うクレーン。

狭あい道路 緊急車両の通行や防災上支障となる幅員が狭い道路。細街路ともいう。

景観計画 景観法に基づき、景観行政団体となった地方公共団体が、良好な景観の

形成を目的として策定する計画。 

公共下水道 主として市街地における下水を排除し、または処理するため、市町村が

管理する施設。道路等に埋設される下水管のほか、汚水を浄化する処理

場や雨水を排除する雨水ポンプ場などがある。 

国勢調査 人口・世帯等の実態を明らかにする国の最も基本的な統計調査。日本国

内に住んでいる全ての人・世帯を対象として 5年ごとに実施。 

小松島市第 5次総合計画 本市の長期的なまちづくりの基本方向と施策の内容を総合的、計画的に

示すもので、市政の指針となる計画。平成 21 年 3 月に策定し、平成 25

年度から後期基本計画がスタート。 

小松島市地域防災計画 市民の生命、身体及び財産を災害から保護することを目的として、各防

災機関の任務を明確にし、災害の発生を防止、更に応急的援助を行うな

ど被害を最小限に止めるよう、対策をまとめたもの。 

コミュニティ 一定の地域に居住し、共属感情を持つ人々の集団。地域社会。共同体。

コンテナターミナル コンテナの海上輸送と陸上輸送の結節点となる港湾施設の総称。貨物の

積み卸しをする荷役エリアやコンテナを一時的に保管するコンテナヤ

ードなどから構成される。 

コンパクトシティ 様々な都市機能が比較的小さなエリアに集積しているまち。 

 

さ   
市街化区域 都市計画区域のうち、すでに市街地を形成している区域及び概ね 10 年

以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域。 

市街化調整区域 都市計画区域のうち、市街化を抑制する区域。無秩序な市街地の拡大を

防止し、農地や自然環境を保全していくことを目的とする区域。 

市街地開発事業 都市計画法に定められる事業で、土地区画整理事業や市街地再開発事業
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などがある。計画的な市街地形成を図るため、公共施設の整備と合わせ

て宅地の利用増進、建築物の整備を一体的かつ総合的に進める事業。 

市街地再開発事業 都市計画法及び都市再開発法に基づき、市街地の土地の合理的かつ健全

な高度利用と都市機能の更新を図る目的で建築物及び建設敷地の整備、

公共施設の整備などを行う事業。 

重点港湾 国際および国内海上輸送の拠点となり、重要度の高い港湾である重要港

湾のうち、貨物の取扱量が特に多く、将来の成長、地域経済への貢献な

どから選ばれた港湾のこと。徳島小松島港が指定されている。 

準用河川 一級河川及び二級河川以外の河川で、市町村長が指定したもの。河川法

の二級河川に関する規定が準用される。小松島市内には、広見川、大瀬

川、櫛渕川などがある。 

人口集中地区（DID） 国勢調査の集計のために設定され、人口密度が 40 人／ha 以上の国勢調

査の調査区が集合し、合計人口が 5,000 人以上となる地域。 

 

た   
地区計画 地区の特性に応じ、きめ細やかなルールを定め、建築又は開発行為を規

制・誘導する都市計画の手法の一つ。 

都市計画区域 都市計画法、その他の法令の規制を受ける土地の範囲であり、自然的、

社会的条件等を勘案して、一体的な都市として総合的に整備、開発及び

保全することを目的として定める区域。小松島市は徳島東部都市計画区

域に含まれている。 

都市計画公園 都市計画法により定められる公園。規模や内容によって広域公園、運動

公園、街区公園などがある。 

都市計画制度 用語解説（参考資料）に掲載しています。（p152～153 参照） 

都市計画道路 都市計画法に定められる道路。自動車専用道路、幹線街路、区画街路、

特殊街路がある。 

都市下水路 主として市街地において、専ら雨水排除を目的とするもので、終末処理

場を有しないもの。 

 

な   
南海トラフ 東海地方から四国沖、九州付近までの海底にある深い溝(トラフ)の名

称。東海地震、東南海地震、南海地震を引き起こす活発で大規模な活断

層であり、南海トラフから琉球海溝までの約 1,000km に及ぶ断層が連動

して破壊されると、マグニチュード 9クラスの超巨大地震が発生する可

能性があるとされている。 

二級河川 河川法に規定される重要な水系のうち、都道府県知事が指定したもの。

小松島市内には神田瀬川、立江川、太田川などがある。 
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は   
排水機場 河川の氾濫を防止するため、ポンプにより強制的に排水する河川施設。

パブリックコメント 意見公募手続きの一種で、市が事業を推進したり、計画を立案したりす

る際に、事前に広く市民から意見や情報を募集するもの。 

バリアフリー 障がい者や高齢者等が自立した生活を送れるように、建築物の構造や公

共交通機関などにおける物理的な障壁（バリア）の他、社会制度や意識、

情報伝達での障壁など、全ての障壁を取り除くという考え方。 

BOD（生物科学的酸素要求

量） 

水中の微生物が有機物（水の汚れ）を分解するのに必要な酸素の量。水

質の指標として、この数値が小さいほど水はきれいな状態を示す。 

風致地区 都市における自然的景観（都市の風致）を維持するため、都市計画法に

基づき指定する地区。風致地区内での開発行為には様々な制限がある。

ほ場整備 既存の農地の利用を増進するため、土地区画整理などにより、農地や用

排水路を整備し、土地の特性を農業生産に適するように改良すること。

 

ま   
門前町 寺院・神社の周辺に形成された町。 

 

や   
用途地域 都市計画法に基づき、住居、商業、工業その他の用途を適切に配分し、

建築物の用途、密度及び形態などに関する制限を設定することにより、

機能的な都市活動の推進、良好な都市環境の形成を図るもの。 

義経ドリームロード 「義経街道」と呼ばれる源義経が屋島に向かって進軍した進路のうち、

義経が上陸したとされる田野町の「勢合」から田浦町の「中王子」まで

の、小松島市内の義経ゆかりの地を結ぶ約 10km の道。 

 

ら   
ライフライン 水道、下水道、電気、ガス、電話等人々の日常生活を維持するために不

可欠な供給システム。 

6 次産業化 農山漁村の活性化のため、地域の第 1次産業とこれに関連する第 2次、

第 3次産業（加工・販売等）に係る事業の融合等により地域ビジネスの

展開と新たな業態の創出を行う取り組み。（1 次産業×2 次産業×3 次産

業=6 次産業） 

 

わ   
ワークショップ 特定の課題について、住民、行政、専門家などが討議し協力してアイデ

アを出し合う会議手法。 
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 用語解説（参考資料） 都市計画制度の概要 
 

都市計画には数多くの制度が用意されており、それを地方公共団体が地域の実情によって指定

していきます。土地利用に関しては、都道府県が定める都市計画区域や区域区分などの大枠を決

める仕組みから、市町村が定める用途地域などのきめ細かなまちづくりをするための仕組みまで、

数多くの制度が用意されており、それらを組み合わせて活用することにより、地域のルールが作

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●都市計画制度の構成 

●土地利用計画のイメージ 

（出典：国土交通省） 

（出典：国土交通省） 
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12 種類ある用途地域は、地域地区の根幹をなすもので、住居、商業、工業といった建築物の用

途を適切に配分することにより、都市の土地利用の基本的な枠組みを定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上記はおおまかなイメージを示すもので、全ての制限について掲載したものではありません。） 

 

 

 

●用途地域の土地利用のイメージ 

（出典：国土交通省） 


